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緒 巨司

青森県湖沼におけるClos t r i di um botul i n um 

分布に関する調査研究(第 1 報)

山本耕 川村 正栄

豊川安延 ニ上貞子

大友良光

1) 
Gunn i S on Cummi n~s &Meyer ( 1 9 3 6 ) はソ連のL・Bi erより送付された Cl・botu1inum

2) が従来のどの型にも属さないことから新Tこに E 型と命名し、 Ha~en ( 1 9 3 8 ) はイワシ缶詰の食中

毒よち E型菌を分離してアメリカでの E型ボトリヌスの存在を明らかにしている。

3) 
本邦l乙於いては中村ら (1952) による報告が最初であるD 青森県l乙於けるボトリヌス発症例は細

菌学的に山本ら (1957)4L臨床的にJlI口ら(1 9 5 7 ) 5)，乙よる報告が最初で 1974年まで山本

4)...-r-.. .. 11+ 111-. JrJ-.，. rtl?' 1" 1 1¥ r:" n ， 6) JT ?' / .. 1¥ ，. ，.， '¥ 7) T.T ? ;' ... f'¥ 1" n '¥ 8) ら(1 957 ) の4件他、竹内ら(1 959 ) 、Kudoら(1967) 、Kudoら(1 969 ) 
9) 三 10)

山本ら(1 9 70) 、の各 1件計8件の症例報告がある o 1 9 5 6年 比発生したB型の 1例をのぞ

いて全てE型症例である。ボトリヌスの疫学、生態学的研究には土壌分布調査が大きな役割を果す故、現

在まで多くの調査研究があり世界に於ける分布状況が明らかにされつつあるc Dolman&Kerr (1947) 

11)がカナダのNanaimo、B、C、に発生した鮭の自家製缶詰のE型中毒l乙際して附近の土壌について

調査壱行ったと乙ろE型菌を検出した。 Bottら(1966)吟は五大湖を中心lζ調査を行ない特に

Mi ch igan湖のGreen Bayより漁獲した魚の腸内容物72 8例中 57%に、文湖底の泥からも E型菌

を検出しているo GreenBayの濃厚な汚染について、湖水の流れゐぢPない乙と、家庭、工場の排水物がボ

トリヌス菌の栄養として豊富であることを述べている。 Craigら(1 9 6 8 )13)はOregonおよびWash

ington州の近海、大平洋沿岸より漁獲した 36 9例の鮭より E型 48株 13%を分離し他の魚類につい

ても大部分はE型であり稀にA型、 B型であったと報告している。 Graikoskiら(1968)U)は

1963'""1964年比Mich igan湖に於いて多数のアワビ、カモメが舞死した大規模な事件がE型によ

るものと推測された乙とから五大湖周辺について分布調査を行なった結果について特に、Michigan湖か

らの検出率が、魚類 37%、湖底泥 34%、湖水 12.9%、プランクトン 30.7%と高率で同湖は高度比

汚染されている事を報告している。最近の分布調査としてMortojudoら(1 9 7 3 ) 15 )はIndooesian

海産食品の放射滅菌K於ける危険の程度を判定するために行なった成績では1ndone s i an近海の泥およ

び水生動物 19 6例中 20株(1 0.2% )、 Javal近海の泥および水生動物 59例中7株(1 2.5% )の

A---F型菌 6種の存在を明らかにしているo

北海道では中村ら(1 9 5 4 ) 16 )が岩内、興部、女満別のE型中毒症に関連して網走湖畔の土壌につ

いて調査を行ないE型菌4株を分離し、神沢 (1960)17)は石狩川の土壌 375例中 40株(1 0.7 

%)のE型菌を検出、小野ら(1 9 6 7 )18)は北海道沿岸の砂 900例中 11 8株( 1 3.1% )および

湖沼の泥 90 0例より 168株(1 8.8% )の E型菌を検出し北海道K於げる分布を明らかにしている。

秋田県では斎藤ら19) 、児玉ら20)、藤沢ら21L 小林ら22)は八郎潟、男鹿半島沿岸及び河川、湖沼、田

畑等の土壌について 19 5 6---19 70年に亘り一連の分布調査を行ない土壌 12303例より 85株

( 0.6 9 % )を検出しその菌型はE型 81株、 A型4掛戸)であることを報告し、更に小林ら(1971) 



2~ )は十和田湖周辺の土壌85 0例より E型 14株(1.64%)、且つ魚処理排水口より E型 8株を検出

した。児玉らは八郎潟の魚類512尾より E型 1B株(2‘1 % )検出し、特に死魚 12尾より 11株(92 

%)と高い検出率を経験しているo

青森県民於いては山本ら(1 9 6 0 ) 25) が河川泥 11 6例中 1株、湖沼泥 17 B例中 1株、水田土壌

1 23例中 2株、その他の土壌76例中 2株を検出し培養陰性であった海岸の砂 3B 9例をふくめ検出率

はE型 6株(0.7 2 % )であった乙とを報告し県内に於ける E型分布を明らか托しているo 1 9 6 7年十和

田l乙発生した姫鱒中毒症に関連し山本ら( 1 9 7 0 ) 26) は十和田湖畔の砂、及び姫鱒について分布調査

を行なった結果、砂 244例中E型 29株 (11.9%)、F型 1株(0.4 1 % )検出し、姫鱒 110例よ

りはE型 8株(2.7 B % )、 F型 2株( 1.82%)を検出した。 F型の検出は本邦においては最初の報告

例であるo

ιL土のようにボトリヌス症例および自然界に於けるE型ボトリヌス菌の生態は魚類、水生動物および水

域地帯で増殖し存在しているものと解釈される。従って必然的にボトリヌス分布調査の対象は水域地帯に

ならざるを得ない。我々は青森県民於ける未調査の主なる水域についてボトリヌス分布調査を研究テーマ

にとり上げ、 1973年度は小川原湖周辺の土壌、湖周辺の魚介類比ついてボトリヌス菌の検索を実施し

Tこo

被検材料

1) 土壌:小111原湖周辺より 56件及び培較沼周辺よりの 16件は約 1Km毎の地点において 15---20cm

の深さより採取した。鷹架沼周辺は葦が密生し湿地帯であり歩行困難であったので 2件のみ採取し目的

の検体数を採集する乙と壱断念した。防吉川|は水田の用水として利用きれているもので幅約 2m の小川l

で、乙の111底よ句 10 0 mおきに 15"'20cmの深さよわ 13件、合計>8 7件を採集した(表一 1) 

2) 魚介類:種類は 14種で小J!I原漁業協同組合より購入したものである。泥鮮は多くの用水路に生息し

防吉JIIK生息していたものであるかは不明である。(表一 1) 

3) 菌株名

小111原-1 :上北町小川原湖桟橋附近より 50 m沖、水深 1mより採取したハゼ 10尾混合乳剤よわ

の分離株。

小川原一 2 0 防吉川周辺用水路の泥鮪 10尾混合手L剤よりの分離株。

山 中:小川原湖畔の部落山中村附近の土壌よりの分離株。

上北ー 1 上北町小川原湖桟橋附近より 50m沖、水深 1m""' 2 mより採取したウナギ8尾頭部混合

乳剤の分離株。

標準菌株 :A型(C orn - 1 co 1 -1 OT) 

B型(Lamanna ) 

E型 ( 岩 内 )

F型(Lange 1 and、16 0、20 2 F勺 FHI) 

FHIは山本ら (1970)26)が十和田湖の姫鱒より分離したものである。これらの菌株は弘前大

学細菌学教室の保存株で、毒素及び抗毒素作成と分離株の生物学的性状の比較対照として用いた。

4) 標準抗毒素

抗毒素作成の際の単位測定及び中和試験に必要上、千葉血清研究所より可 A型 (A-97)、B型
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(B-QC 、B-OKra )可 E型 (35396)は500IU/AIτlp、F型(Lange 1 and )は 200

1 U/Amp の力価を有する抗毒素を購入。

実験方法並びに成績

1) 毒素の検出:土壌からの菌分高齢索は表ー 2K示した通りであるo O. 5---1. 0 lJ程度のハゼ、ワカサ

ギ、泥鱒等は 10尾混合乳剤 3----4CJを 10m入肝片加肝臓ブイヨン(1. 0 %ポリペプトン、1.0%肉

エキス、 0.2%食塩)に培養した。タニシは 1個を 1検体とした。上搬的大きいカレ、ウナギ、ナマズ

等は頭、指思、腸、皮の 4部分とし、滅菌生理食塩水 50 mf，を加えホモジナイザーで乳剤とし 30 0 0 

rpm30分遠J心、 4----5CJの沈査を 10 mf，入肝片加肝臓ブイヨン 2----4本l乙接種、表ー 2の万法l乙従っ

て菌検索ならびK毒性試験を行ほっfこCその結果肝片加肝臓ブイヨン 7日間培養で 10 OMLDの小)11原

ーし小)11原-2、50MLDの上北ー 1、山中の有毒株が検出されたo (図-1 ) 

2) 中和試験;毒素産生にはTPGY培地を用いた。即ち 7日間培養液は 500.......1000乱1LD を有し、

本誠実では 20 MLD命。乙なるように稀釈し、 1 1 U /11lCi乙調整した抗毒素を等量l乙加え 37
0Cに60 

分恒温水槽に放置勺体重 15.......20CJのマウス 4匹lζ接種、 5日間観察した。その結果分離株は対照株

としておいた岩内、 FHIおよびLangeland株と一致した成績を示した。即ち毒素はE型、 F型抗

毒素の何れかにより中和され、 A型、 B型の抗毒素では中和されなかった(表-3 ) 

生物学的 性状

1) 形態及び培養所見:グラム陽性得菌で芽胞卵円形、菌体よりやや膨降し中央より少しく偏しているo

周囲性鞭毛壱有する。肝片加肝臓ブイヨンでは培養後 2日目より盛んにガスを発生、培養液は均等混濁

数日後次第に透明になり灰白色の沈澱物を管底l乙認めるo 小JlI原一 1、小JlI原一 2株は 10日目頃にな

ると肝片消化が認められ、培養液の一部は黒色l乙変じた白対照株においた 20 2Fをのぞく Langel

and、160、FHIと一致した成績を示したが山中、上北-1株は変化は認められない。(表-4 ) 

2) 蛋臼消化試験 i山中、上北ー 1株は何れも蛋臼非分解性で岩内株と一致した。小.JIl原一 1、小川原ー

2は強い蛋自分解性で Lange 1 and 、 160、FH 1 ~[一致した成穣を示した。インドール反応は全

て陰性を示した。(表一 5) 

(3) 炭水化物分解試験;ダラム管を入れたVL培地27) 1 0 mf，K各種糖を 0.5%に添加し 30 oC4 8時間

培養後 0.2%B  T B液 1.......2滴を加えて判定した。分離株山中、上北ー 1は岩内株28) に一致した成績

を示し、分離株小川原一 1、小川原ー 2はフノレクトース分解性において Ek 1 u n d ( 1 9 6 7 ) 29 )の

報告した Langelandの性状と一致した。

蛋白非分解性菌 202 Fはザリシン非分解、アドニット分解(酸、ガス産生)し明らかにLangeland、

160.. FHIと異なる成績を示し、山本ら( 1. 9 7 2 ) 30) の報告と←致した。

ニ白- ~ 
4ラ 汚ミ

1 9 7 3年の調査において、小川原湖およびその周辺にE型、 F型の存在を確認し得た事実は疫学上有

意義な収穫であるo 山本ら( 1 9 6 0 ) 2.5)が県内の分布調査を行った際の E型検出率 0.72%、今回の

検出率 0.83%はほぼ同程度の成績である。 小川原湖桟橋附近湖底l乙生息するウナギ、ハゼより E聖、 F
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型菌が検出されたことは間接的に湖底にボトリヌス芽胞の存在を示唆するものと思われるが未調査である

故、明らかでないe 本邦のボトリヌス検出報告は主に E型菌であるがWakamatsuら( 1 9 5 3 )31) 

は鹿児島県土壌、 Kodama ら(1 9 5 5 ) 23) は秋田県土壌、納富(1 9 5 7 )32) は長崎県土壌より

A型の存在を明らか忙したが現在までA型中毒例の発生をみない。 B型Kついては 19 5 6年青森市のカ

レイいずし中毒例 10~、 1 9 7 0年宮崎恥中毒伊)があるがその分布は未確認である。 F型については

Mφ1 1 e rら(1 9 6 0 ) 33)が中毒自家製てーストより分離しのちD0 1 ma n ( 1 9 6 1 ) 35) によっ

て命名され、 F型菌の存在を明らかにしているo M i d u r a ( 1 9 7 2 ) 36 )はVenisonJerky の

中毒より F型を検出し、 F型症例は乙れら 2例にとどまり発生頻度は極めて稀である。 F型の分布では

Eklund ら(1 9 6 5 ) 37) は海泥よれ C r a i_gら(1 9 6 6 ) 38) は鮭よれ Wen t zら(1967) 
4.0 ) 

39 )は小111泥より、 Gim ;nez ら(1 9 6 8 )4.0) はアルゼンチンの土壌より分離している oG i~enez 

およびMidu raの報告をのぞいて他の調査ではF型はすべて水域地帯の土壌及び魚介類より分離されて

いるo 本邦に於いてA型およびF型の中毒がない理由は極めて低率な分布によるものと思われるが、 B型

についても同様な事が言得ょう。 E型は主K北海道、東北地方に多く存在していると思われて来たが、

1 97 3寺議賀 1)にハスずしによる E型中毒に関連し、琵琶湖周辺の分布調査 Jを行ない 30%にE
4，2 ) 

型が分離されたという。分布の濃淡の差はあれ、今回の調査をふくめE型菌は本邦に於いて広く分布して

いるよう推測出来るが、 F型菌の分布が局限的であるか否かは他の地域での調査を持たねばならない。

金士 号4

・口 百聞

1 973年 5月、小川原湖周辺のボトリヌス菌分布調査に於いて土壌87例中E型 1株(1.16%)、

魚介類 14種 394例より E型 1株(0.2 5 % )、 F型 2株の計4株(O. 8 3切)を分離した。

なお本調査の要旨は第28回日本細菌学会東北支部総会に於いて発表した。

国一 1

青轟県

時間て~\

会合4¥

~t 0 

( E型一一 1棟

F型・…・ー 2綜

-'-4 ー

長~

雪ヨ

末

平

詳

¥ 
{ E型・ 1株



表-1 48年度小JlI原湖周辺のボトリヌス菌分布

調査に於ける検体の種類

土 壇 検体数 魚 介 類 検体数

小川原湖周辺 5 6 ど じ よ つ 8 0 

鷹 架 沼 2 は ぜ

尾 鮫 沼 1 6 わ か さ ぎ 8 0 

防 亡仁とヨ JlI 1 B つ な ぎ 4 

な ま ず 4 

ふ な 4 
あ ゆ 6 0 
カ レ 一 5 

ボ フ 1 

コ イ g 

ウ ク事 イ 1 
し じ み貝 6 0 
7こ t乙 し 7 

カ フ ス 目 5 

計 8 7 計 B 9 4 

表-2 土壌からのボツリヌス菌分離及び検査方法

填(砂土… 100[J、泥土… 50[J ) 

検体を等量の生?的食塩水崎解

上清を遠心 (BOOOr.p.m、B0分間)
沈?査 1ml づつを 2本の 10ml肝片加肝臓ブイヨンに投入

↓3 o.C 4 8時間培養

15%酢酸溶液 1ml注入
↓3 u.C 4 8時間

LV寒天平板倍地2枚に塗沫
↓3 O.C 4 8時間黄リン培養

真珠層形成コロニ-5"'" 1 0個を各々 10ml肝片加肝臓ブイヨンに釣菌
↓3 0・C7日培養

マウス発症試験
撞養液 0.9mll乙 0.1%にトリプシン作用(3 7.C 1時間)、遠心(3 0 0 0 r .p.m、20分
間)使、上清 0.5mlをマウス腹空内接種。

マウス廃死株の品LD測定

↓ 
A、B、E、F型の抗毒素血清で中和試験

↓ 
分離菌の生物学的性状検査
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表-3 分離 株 の 中 和 試 験

|結:
A B E F 

A-97 CorII-I col-l 〔B-QCJ 85896，岩内 Langeland. FHI 
OT B-OK r ，L aInanna 

山 中 E 4/4 4/4 4/4 0/4 0/4 4/4 4/4 4/4 

上北-1 E 4/4 4/4 4/4 0/4 。/ 4 4/4 4/4 4/4 

石
ι-'-' 内 E 4/4 4/4 4/4 0/4 。/4 4/4 4/4 4/4 

小川原-lF 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 。/4 0/4 。/4

小川原-2F 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 。/4 0/4 。/4

FHI F 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 0/4 。/4 。/4

Langeland F 4/4 4/4 4/4 4/4 4 /4 。/4 。/4 。/4

表-4 形態及び培養所見 表-5 蛋 白 消 化 試 験

[ド:
山上小小

1
原
11 北!原11 

E E F F 

形 態 梢大樗梢大樟梢大梓梢大梓
1

牛

凝
乳

凝
固

ゲ

化
硫 イ

フ ン

ア チ

素
水 ド

固 ノレ ン

消
化

フ 液
化

産
生

ノレ

ζ 産
生菌株 ン

グラム染色 十 + + + 化
消

山 中 一 一 一 十 一

芽 胞 十 十 + + E型 上北-1 一 一 士 一

運 動 + + + + 
主
ιi

ヨ
J 内 一 一 ± 一

小)11原-1 + 十 + + 一

鞭 毛 ート 十 + + F型 小川原-2 十 + 十 十 一

F H 1 + + + 十 一

肝片消化 一 一 十 ート L angel and + 十 + 十 一

黒培養色液化
の

一 一 + + 
160 + + + + 一

202 F 一 一 一 一 一

表-6 炭水化 物 分 解 試 験

グ マ ト ア ク' サ ?ゾ ア フ
カ、、

フ サ イ ミア フ

炭水化物 jレ ノレ レ キ ノレ ド ノレ フ ク ツ ノ ン ム

コ ト Y¥ ス セ ν ピ ーー ク ク ト カ シ 一一 ノ

ロ ト ン ツ ツ ト ト ロ ヅ ツ

ス ス ン ト ト ス ト ト ス

ス ン ス ス ス

山 中 + + + 一 十 一 + + + 一 一 + 一 一

E型上北- 1 + + + 一 十 一 + 十 + 一 一 イー 一

そ1-1ヨ
4 

内 + + + 十 一 + + + 一 + 一

小川原一 1 + + + + + + 土 一 一 一 一 一 一

小川原-2 + + 十 十 + + 士 一 一 一 一 一 一

F型 FHl 十 + 十 + 十 + 十 一 一 一 一 一

L angeland + + + + + + 土 一 十 一 一 一 一 一

160 + + 十 + + 十 十 一 一 一 一 一 一 一

202 F + + + + + 一 + + 一 一 一 一

(+:酸およびガス産生)

- 6 -



文 献

1) Gunnison， tT. B.， Cummings， Jo R.. and Meyer， K. F. 
C1. bo七ulinum七ypeE. Proc. Soo. Exp. Biol. 出ldMed， 
35， 278四 280，1936. 

2) Hazen. E. L. Incitan七sof Human Botulism. Science， 
87 j 4工3，1938~ 

3) 中村畳、飯田広夫、佐伯潔:岩内郡鳥谷村I乙起ったポツリヌス中毒について‘北海道衛研所報、特報、 19 5 2 

4) 

ち)

6) 

7) 

青森県衛生部:青森県のポツリヌス症について、青森県衛生部報 l~ 1957 

川口義雄、太田秀生、大昼間決:青森市に発生せる秋戸魚飯ずしによる Botul inus中毒例:公衆衛生、 21、 19 1; 7 

竹内孝‘武ilJ正雄、秋山有、中村儀之丞、竹谷光雄;ポツリヌス症の 1ø~も宵森県立中央病院酷第 5 巻‘第 l 号、 1960

Kudo， Ho， Asano， H.， Sei七0，y ・， Nabeya， S ・， Kasai， K.， 
Horiuchi， Y. und Koshida， K. Ein Typus E-Botulismusfa11. 
Hirosaki Med. J.予 20，723-730，エ969.

8) Kudo， H.， Asano， H.， Sasaki， J.， Awasa， K. Horiuchi宮 Y..宮

Nabeya， S. et Yamamo七0，K. Un bo七ulismeE au Izushiゅ

Hirosaki Med. J.， 22， 517四 519，エ971.. 

9) Yamamoto， K・， Kudo， H ・， Asano， H. und Sasaki， J. Ein 
Konservenbotulisumus. Hirosaki Med. J.， 24， 323四 330，エ972.

10) Nakamura， G.， Takeya， M.， Kudo， H・， Izumiyama， C.， Yam卸no七0，K・T

Asano， H. und Takeyama， M. Ein Fa11 von Typus B四 Bo七u1inus.. 
Hirosaki Med. J.， 14， 123由工27，工963.

11) Dolman， C. Eo and Keer， D. E. Bo七ulismin Canada， with repor七
a七ypeE outbreak a七 Nanaimo，B. C. 
Canad. Je Pub1. Hea1th.， 38， 48-57， 1947. 

12) Bo七七， T. Lo， De!fner， J. 5.， McCoy， E. and Foster， E. M. 
C1. bo七u1inum七ypeE in f1sh from七heGreat Lakes. 
J.. Bac七erio工.. 91曹 919-924.1966. 

13) Graig， J.班.， Hayes， S. and Pi1oher， K. S. Incidenoe of 01. 
botulinum type E in sa1mon and other marine fish in the Pacific 
Nor七hwes七.App1. Microbio1.， 16， 553-557， 1968. 

14) Graikoski， J. T.， Bowman， E. W.， Robohm， R. A. and Koch， R. A. 
Distribution of C1. botu1inu盟 inthe ecosystem of the Great La誌e8.
U~ s. Bureau of Commercia1 Fisheries Ann Arbor，班ichigan48107. 
UJNR Hawaii Symposium， 1968. 

15) 班ortojudo，J. W.， Slaglan， E. G・， s凶 adi，F.， Ward， B. Q. and 
Wand， w. M. S. : The presence of 01. botu1inum in Indonesian 
wa七ers.J. Applo Bac七. 36， 437-440， 1973. 

16) 中村豊、飯田広夫、佐伯罪、神沢潔も神沢諌三:北海道各地に発生したボトりヌス食中毒について、北海道禽研所報，

特報 8~ 1- 954

17} 神沢諦三 Ceostridi an ootulinum Type Eの生態学的研究ー北海道に於ける本薗の土境中の分布を中心として一。

北海道衛生研所報、 11.. 161-178.. 1960 

一7-



18)小野悌三、唐島田降、亀山邦男‘佐藤彰、榊モ謙三.飯田広夫:北海道におけるボツリヌスE型菌の分布に関する研究。

北海道衛研所報、 17、 1-1 2、 19 67 

19)児玉栄一郎、藤沢宗一:秩田県下に於けるボトリヌス症に関する研究‘第 1報ボ菌症の疫学的調査。秋田県医師会雑誌。

8巻 1号、 2-6、 19 56 

20)斎藤精一郎、藤沢宗一、坂本昭男:秩田県におけるボツリズムの疫学的研究並びに土寝調査成績‘秋田県衛研所報、 8、

15-27、19640

21)献宗一、金鉄三郎・伊藤多十郎:秩田県大湯村の土犠よりボトリヌス菌の検出成績』乙ついて{予報)。細県衛生報、

1 0.. 1 7、1966。

22)小林運臆‘金鉄三郎、児玉栄一郎:秩田県に於ける土犠中のClostridium botulinumの再度調査、秩岡県復研所報、

1 1、111-114、19 7 00 

2~) KOdama， E.， Fujisawa， S.， Sakamo七0，T.， Asano， H. und E七0，J. 
Uber den C1. bo七u1inumTypus A， der Aki主aPrafektur gefunden wurde. 
Hirosaki Med. J.， 14， 156-164， 1963. 
24)小林運臓、金鉄三郎:十和田湖酔周辺土犠および周期生，臨KついてのClostridumbotul inumの分布調査。

秩田衛研所報.. 1 5‘55-59、 1971。

25)山本務一、秋山有.中村儀之丞.竹谷光男、葛西定七、川村正栄.工藤平治.泉山千枝:青森県のポツリヌス症に聞す

る調査研究、青森県衛生民生労働部報告書、 1-10.. 1960。

26) 

2rT) 

2号)

29) 

30) 

31) 

ラ2)

33) 

ラ4) 

Yamamoto， K.. Kudo， H.. Asano， H.. Seito. Y.. Nabeya. S.. 
Horiuchi. Y.. Awasa， K.. Sasaki， J. et Kimur~. K~ 
Bxamen du C1. botu1inum dans 1es éch8n~i119~~ prる1evesau 
Lac Towada.向irosski問ed..T.. 22. 92-96. 1=J70. 
小由井望、鈴木祥一郎:嫌気性と蜂気性薗症.医学書院.. 1 9680 

中村豊.飯田広夫;ボトリヌスE型薗の細菌学候研究。北海道衛生研報.特報5..8-9..1956

Ek1und， M. W-.t Poysky. E. F.. and t/ie1er. D. T.. : 
Characteristics of C1. botu1inum type F iso1ated from the 
Pacific Coast of the United States~-Appl. Microbio1.. 16. 
1ラ16-1ラ2ラt1967. 

Yamamoto， K.. Kudo，. H. et Asano， H.. Les caてactらrt}s
bio1ogiques du 01. botu1inum type F aui a ete. is016 
premiきremen~ au Loc Towada. Hirosaki Med. J.. 2ラ.41ラ-417.
197ラ.

Wakamatsu. T. Bco1ogica1 study of C10stridia in Kyushu 
especi泊11yin its southern part. Kitasato Exp. Med. 2ラ，
1ラ6・1Q6，19ララ.
納富享:長崎県下土組内嫌気性菌の分布特Kボトリヌス薗の検索。長崎医学会雑誌、第 82巻、第4号.. 1 967・

'r'akeo. T.. Ki色ao.T. and Tanikawa. H. An outbreak of type 
B botu1inum occurring in Miyazaki prefectur. 
J. Med. Sci. Bio1.， 2ラ.24ラー248，1970. 

Mt11er. V. and Scheibel. 1.: pre1iminary report on主he
iso1atiぅn of an apparent1y new type of C1. botu1inum. 
Acta Pa tho1. 阿icrobio1.Scand.， 4弓，司O.1960. 

- 8一



ヲち D0 1ma n， 0.. E. ・nffMurakami， L. : 01. botu1inum type F 
"，i th re cent observations on other types. J. In fect. Dis ..， 
109， 107-128. 1961. 

ラ6) Midura. T. F.. Nygs8rd， G. S.， Wood. R.. M. and Bo'Cii1y， H'. L. 
C1. botu1inum type F iso1ationfrom Venison Jerky. 

App1. Microbio1.. 16ラー161. 1912. 

31) Ek1und， M. W. and Poysky， F. T. 01. botu1inum type F from 
morine sediments. Science. 149.ラ06，196ラ.

ラ弓) σrai~ ， G. M. ・nd苦i1cher，K. S. C1. botulinum type F 
Iso1ation from sa1mon from the σ'olumbia River ~ 
Science， 1ちラ， ラ11・ヲ12，1966. 

ラ9) WentZ'， M. W.守 Scott'. R. A. and Vennes. J. M. 01. botu1inum 
type F Seasona1 inhibition by Baci11u~ 1icheniformis~ 
Science. 1ラち， 弓9・90，1967'. 

40) Gimensz4 D. F.8nd Oiccare11i. A. S. C1. botu1inum type F 
in the soil of Argentin8. App1. Microbio1. 16. 1ラ2ー?ラ4.1968.

41 ) 滋賀県公衆衛生課;マキノ町で発生した食中毒について、 8、1973 

42) 徳地幹夫:私信. 8月‘ 1974 

Geographical Distribution of 010s七ridiumbo七ulinu皿 in七he

Lakes and Marshes in Aomori Prefec七ure

First Repor七

Yamamoto， K.， Kaw~ura ， M.， Toyokawa， Y.， 
Mikami， T.， and Ohtomo， Y. 

Aomori Prefec七uralIns七itu七B of Public Hea1th 

In May 1973， 87 soi1 specimens and 394 fish specimens 
from the Lake Ogawara， Aomori Prefecture， were exemined 
for Clost~idium botu1inum， and four strains were iso1ated. 
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青森県湖沼における ClO5t ri di um OOt叫 lnum

分布に調する調査研究 (第 II報)

山本耕一 川村正栄

豊川安延 大友良光

緒

我々は、 1973年より継続事業として、青森県湖沼におけるポトリヌス菌.分布調査を行っている。

197 3年は県内小川原湖周辺及びその付近の用水路、沼周辺土壌と魚類検体について行ったが(第 I報)

1 974年は小川原湖湖底土壌及び付近(上:lt町南谷地)用水路底土壌そして魚類について調査したので

報告する。

実験材料および方法

被検材料は(図 1、 E参照)湖底土壌42件、用水路底土壌 70件、魚類 90件(どじょう 30匹、わ

かさぎ 30匹、はぜ 30匹〕計202件であった。湖底土壌は周囲湖岸より 500m沖テ約 lKm毎に採ifP，

器にて採取し、用水路底土壌は 100m毎に土申 J5----20C11Zの深さより採取した。魚類検体は、どじょ

うが用水路で、わかさぎとはぜは小JlI原湖で捕獲されたものであるo 菌検査方法は総て第 I報の通りであ

る。

成績

菌検索の結果、用水路底土壌より E型菌 3株(上北ー 2、上北-3、上北，-4)を分離したが、湖底土壌

及び魚類からは菌分離陰性であった。まTこ、菌は分離出来なかったが、菌分離検査の最初の増菌培養ろ液

中広E型毒素を証明したものが湖底土壌に 1件あった白分離菌株の中本戚験成績は表 IIL.、性状及び生物

化学的性状は表 s，乙示す。表中で山市、上北一人小)11原-1及び小JlI原ー 2株は 19 7 3伍に当衛生研

究所で分離された株で、 FH-l株は 197 3年弘前大学医学部細菌学教室により十和田湖姫鱒より分離

された本邦初のF型である。

なお、水路底土壌よりの 2菌株の培養ろ液にE型ポトリヌス菌応対して括抗作用を示す性質のあること

砂確認し、乙れについては現在検討中である。

参考分献

1) 山本耕一、JlI村正栄、豊)11安延、三上貞子、大友良光;青森県湖沼における C106 t r i d i um 

botul inum分布調査

青森県衛研所報、第 12号、第 1報。
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2) Yamamo七0，K.， Kudo， He， Asano， H.， Sei七0，Y.， Nabeya， S. 
Horiuchi， Y.， Awasa， Ko， Sasaki， J. e七 Kimura，K. ~ 

Examen du Cl. bo七ulinumdans les echan七土llonspreleves 

au Lac Towada. Hirosaki Med. J.， 22， 92-96， 1970" 
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図 E

表一 I

抗毒素

Jl 

小川原湖周辺(上北町)用水路

底土壌採取地点

o印は採取地点

分離菌株の中和試験

小川原湖

F型ポトリヌス菌分離 J

.マウス舞死

毒素 山上上上上岩小川小H 宮E 

20MLD/ml 
北北北北 111 ~ ~ 

原原 lS伺
::r: 

中 1 2 3 4 内 1 2 同 吋

l.OIU/ml ※ ※ ※※  ※※  ※ 

A-97 • • • • • • • • • • A型
Corn-l Col-lDT • • • • • • • • • • B -QC， B-OKra • • • • • • • • • • B型
Lamanna • • • • • • • • • • 35396 000  0 0 0 • • • • 

E型
岩 内 o 0 0 0 O 0....  

L angeland • • • • • • 000  0 
F型

FH-l -・・・・・ 000  0 

※は対照株
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表 E 分離菌株の性状及び生物化学的性状

性 状 糖 分 解 蛋白消化

形 グ芽運べ グマトデグサソアフガラサイマラ 牛凝肝ゲ硫ィ

フ ノレルレキリリ Jレドノレラクッノンム 乳固片ラ化ン
ムン コトハスセシピニククトカシニノ 凝固 ア消チ水ド

染色胞動毛
I Iロ ト リ ン ッ ッ ト ト lロッッ l ル化ン素産 l 

態 スス l リン トト I Iス l トトス プ液化 ル
スン ススス ンミ ヒ生産生

分離菌株

王1-1-ヨJ 内※ 梢大梓+++十 ト十++ー士一+++一一+一一一 一一一一一一

E はl 中※ 楠大拝++++}十++-士一+++一一+一一一 一一 一一一一

上北ー l※ 梢 大 樟 + + 十++++ー士一十++一一+一一一 一一一一一一

上北-2 梢大梓+++++++ー土一+++一一十一一一 一一一 一一

型 上北 -3 梢 大 梓 + + +++++一±一++十一一+一一一 司開圃・圃咽・・ 司-圃圃・・ ‘"・・a・ ・・・a・・・ 司-・・- 司F圃圃圃

上 北-4 梢大梓++++1+++ー士一++十一一+一一一 一一一一一一

Langeland ※ 梢大梓++十+1++++++士一十一一一一一一 ++ +++一
F 

FH-l ※ 梢 大 樗 + + ++++++++:l:一一一ー一一一一 ++ +++一

型
s小JII原ー 1長 梢大梓++++¥++++++士一士一一一一一一 ++ ++十一

小川原-2※ 梢大梓++++¥++++++士一+一一一一一一 ++ +++ー|

※は対照株 +……酸及びガス産生
一……陰性

Geographica1 Dis七ribu七ionof C10s七ridiumbo七u1inumin the 

Lakes and Marshes in Aomori Prefec七ure

Second Repor七

Yamamo七0，K.， Kawamura， M.，、 Toyokawa，Y. and Oh七omo，Y. 

Aomori Prefec七u:ralIns七itu七eof Pub1ic Heal七h

In 1973， 112 bo七七onsamp1es and 90 fish samp1es (loach， 
goby and pond srne1七) frorn七heLake Ogawara and a cana工 ir-

riga七ionf10wing over七heMinamiyachi Dis七rict，Aomori Pre-

fec七ure，were examined for C10stridium bo七u1inum.

Three s七rainsof Clos七ridiurnbo七u1inum七ypeE were iso-

1a七edfrom bottom samples from七hecanal irrigation and one 

cu1七urefi工tra七efrorn bo七七omsamp1es from the Lake Ogawara 

was neu七ra1izedby an七i七oxin七ypeE， bu七 theiso1a七ionof 

七oxigenicstrain did no七 succeeded. Be~ides ，七wo organisms 

from 七hebo七七omsamp1es of 七hecana1 irriga七ionrevea1ed an 

antagonis七iceffec七 onClostridium bo七u1inum七ypeE. 
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B 7 3型インフルエンザの免疫応答について

佐藤允武

豊川安延

。o 0 0 

佐藤宏康 福井和子

豊川京子

昨年春、北海道より端号発したと考えられるいわゆる B7 3型インフルエンザの流行がその後全国的に波
1 ) 2 ) 3】4.) 

及した乙とは記憶に新しいところである。

本県においては 6月上旬に発生が認められ、 6月下旬、}0月、 2月上旬をピークし、 19 6 8年のA香

滋型以来の大きな流行をみた F

今回は乙の流行における免疫応答について若干の考察を加えたので報告する。

成績

l} B型の抗原分析

表 IはB型ウィルスの抗原分析を示したものであるoB/Lee/40株を除く B/青森/1/7 1以

前の株に抗原的に若干の違いをみるのみで、 B7 3型として代表される B/群馬1/1/7 8、青森で

の分離代表表株B/青考11/ 7 3は従来のB型に比し際立った相違矛示す。又、 Bノ青森/217 8 

はB73型流行のはしりとして県南の三戸地方から分離されたものでどちらかと言えば従来からの株

に近いようである。

2 ) 青森市民のB型応対する HI抗体保有率

従来の株を代表する B/大阪/2/70、三戸地方から分離された B/青森/2/78、B73型

を代表する B/群馬/1/78のそれぞれの抗体保有率を示したのが図 1、 2、 3である a

横軸の年令区分は 11で、各年令区分の被検血清ば各図ともそれぞれ 20例である。

図 1、2のB/大阪 /2/70、B/青森 /217 8の保有率は伺れも 10......1 5才属、 50・ω才

属をピークとした比較的高い二峰性のパターンとして示めされる。

流行前後のパターンの動きは前者ではほとんどみられず、後者では流行後むしろ低下の傾向を示す白

文‘図3で示したBj群馬/1/78の流行前パターンでは 30......8~才層の 3 00/0を除いて極めて

低く、流行後では学童の 30......4 0 %やピークとした上昇をみる由

3) B 7 3型分離陽性者の免疫応答

本県における B73型分離 31例中、ペア血清を得た 25例の急、回復期血清のHI、中和 (NT)

CF抗体価並びにその比を示したのが表2、 3である。番号 20までの学童 20例中、 HI2倍比以

上ではB/群馬 /1/ 7 3、B/一青森 /1/78に対し共Ir.1 5例(7 5%)、中和、 CFではそれ
11_ '. _ _ _.， II 

ぞれ乙(9 2%入 /.~ ( 8 4 %)例であるo これに対し成人では 5例の少数であるが 3法とも 112 . --. -. "13 

例の上昇もみられなし'0
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考察

:1)._~.) 
1 9 7 4年春、北海道、山形、群馬等で相次いで発生し、その後 19 7 4年春先の終熔まで全国的l乙流行

したインフルエンザは B73型と名付けられたo 大規模な、しかも季節はずれの流行は本邦では 1968年

のA香溝型以来で、あるo 今日までの知見によれば季節はずれの乙のような異状流行は最近で、はA型による

1 9 57年のアジア型、 19 6 8年の香溝型等であるがB型による例はほとんどなく、 Tこだ 19 4 5年第2
ー，2.) 

次大戦後のアメリカ cの例かあるのみで、、しかもこの例は大戦直後の組織網の未発達な時期でもあり、詳細

な分析に耐え得るほどの資料ではないとも言われる。

以上の例で一致する乙とは流行前の抗体保有者が殆んど皆無に等しい点で今回のB73型民関しても本デ
品〕

ーターを含め各地の報告からもすでにこの点は明らかである。これがために 4月も終りに近づいた季節から

全国的にかなりの流行を引き起したものと推測されるo

2 】

福見らの調査It.'，よれば乙のB7 3型ウィルスは日本に忽然と現われたのではなく、香溶から持込まれたも

のであろうという。

すなわち、香識では B73型と同じ抗原構造をもっB型ウィルスが日本の流行に先駈ける乙と約4ヶ月、

1 9 7 2年の暮には流行していたと言われ、今日の交通機関の発達からみても最も妥当な推測であろう。

次に本語である B73型の免疫態度について考えてみたい。

すでに各地の報告で指摘されているごとく B73型ウィルスは従来の株陀比しHI価の上昇が悪く、その
3 ) 

上昇態度も一様でないようである。この傾向は私達の成績(表 2)にもみられる。特に表 2、 3で示めした

ように B73型分離陽性でぺア血清の得られた成人 5例では日頃常用されるHIのみか申和、 CFにおいても

回復期の上昇はすべてみられない。

乙のことから私達は一般に抗体上昇が悪いと言われている学童よりもっと成人のほうが悪いのでないかと

考えている白

従来は ζのような無反応者を poor reactorという言葉で単純陀処理し、見過ごす傾向が強かったが今回

の成績からは乙のように簡単に片づけられないように思う。

すなわち、個人の体質的問題としてとらえるよりウィルス自身の問題、つまり年令的差異に色関係する血

中抗体産生能の弱きと考えるべきが至当であろう o 学童におけるワクチン接種は大半が 11月中旬から 12 

月にかけて行われ、地方流行期間中の市内病院の風邪患者の増加などから考えても図 3tr.示す流行後の保有

率は余りにも低い。乙のことが本ウィルスの免疫能の弱さを裏付けるものと思われる。

まとめ

B 7 3型インフルエンザは一般に従来の株に比較し抗体上昇が悪く、特に成人においてその傾向が強かっ

Tこ。

なお勺本論文の要旨のー苦Eは第28回日本細菌学会東北支部総会で発表した。

稿を終え石 l乙臨み、と協力をいただいた渡辺病院長、渡辺欽也先生、並びに同病院検査室の諸先生万に厚

く感謝いたします。
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表 2

B 73型分離陽性者の免疫反応(1)

番|年 THI NT CF 

B/群馬/1/731B/青森/1/73 IB/大阪/2々01B/青森/1/判B/群馬/1/沼
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B 73型分離陽性者の免疫反応(2)

表 3

HI NT  CF 

/群馬/1/73[B/青森/1/731B /大阪/2/河 B /青森/1/73 B /群馬/1/73

学 11J 5/20 (2ω 5/20 ( 25.0) 2/7 (28.5) ] /12 ( 8.3) 2 /13 ( 15.3 ) 

2/20 ( 10.0 ) 1 /20 ( 5.0】 J /7 ( 14.5) 0/12 ( 0.0 ) J /13 ( 7.6 ) 

4/却(2 0.0 ) 4/20 ( 20.0) 2/7 (28.5) 4 /12 ( 33.3 ) 7 /13 ( 53.7) 

9/20 ( 45.0 ) 10/20 { 50.0 ) 2/7 (28.5) 7 /12 ( 58.4 ) 3/13 ( 23.4 ) 

5/5 (100. 0) 5/5 (100.0) 5/5 000.0】 5./5 C100.0) 5/5 (100.0) 

0/5 ( 0.0】 0/5 ( 0.0 ) 0/5 ( 0.0 ) 0/5 ( 0.0) 0/5 ( 0.0) 

0/5 ( 0.0 ) 0/5 (むβ 〉 0/5 ( 0.0】 0/5 ( 0.0 ) 0/5 (0.0 ) 

o /5 ( 0.0 ) 。/5 ( 0.0) o /5 ( 0.0 ) 0/5 ( 0.0 ) 0/5 ( 0.0) 
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図2 B /青森/2/7 3に対する HI抗体保有率
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lmmune Response against工nfluenzaVirus Type B73 

Sa七o，N.， Sato，H.， Fukui，K.， Tamoki，K. 

Aomori Prefec七ura工工ns七i七U七eof Public Hea1七h

An epidemic due七oinf1uenza virus七ypeB73 occurr-

ed in七errup七edlyfrom Apri1 1973七oFebruary 1974 in 

a11 Japan and七heresu1t of viro1ogical examina七ion

under七akenby七heau七horswas as Io11ows: immune res-

ponse of七he inhabi七an七sinc1usive of patien七sin 

Aomori Ci七yagains七 inf1uenzavirus七ypeB73 was as 

a whole weaker七han七hat in七hepas七， especia11y in 

adul七s.

Au七oabs七ract
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1 9 7 3年 6月から 19 7 4年 4月までの

インフルエンザについて

佐藤允武佐藤宏康福井和子

豊川安延豊川京子

1 ) インフルエンザの月別分離状況

県内の 1973年 6月から 19 7 4年 4月までの月矧|インフルエンザの分離状況は表 1のとおりであ

る。

A型は本県ではこ乙諒年、年中行事のごとく冬期聞を中心とする流行であったが、 19 7 3年度は厚

生省流行予測事業の 3月下旬頃の材料より分離され始め、約 1ヶ月間と短期間であるが 4月下旬傾まで

浸襲がみられたようである。

B型は 19 7 3年 6月上旬、三戸地方で分離された従来の株に抗原的に近い 1株争除き他の 31株は

すべて B73型であった。

2 )抗原分析

) A型 19 7 4年 3月の分離代表株A/青森/1/74を加えたA型の抗原分析は表 2'C示す

とおりである。

A/青森/1/74は昨年のワクチン株であるA/東京/1/72、A/態本/1/72に比較し抗

原的にいくらかの I/.ずれ./1 がみムれる。乙の乙とが結果として住民のA型民対する免疫度合を低下させ、

短期間であるが流行した原因と考えられる。まTこ、 A/青森./J /74は表 2のウィルスの中では昨年

秋広東京で分離された A/東京/1./73 K最も近い抗原構造を示す。

ii) B型 19 7 3年 6月青森市立古川甲学佼から分離された代表株B/青森/1/73(患者番

号 10)の抗原分析は)jU稿のとおりである。

表 3は予研で実施された B/青森/1/7 4 ( 1 9 7 4年 2月脇野沢小、患者番号2)を加えた抗原

分析である。全国各地で分離された B73型ウィルスは大まかにみて抗原的に 2種応分類されそうであ

る。本県の分離株では当初分離された B/青森/1/73と1974年K分離された B/青森/1/74

とは各フエレット感染抗血清の反応態度からみて幾分異るようである。

3 )各型の流行前后におりる H 1抗体保有状況

青森市民 1年令層 20例による流行前后の抗体保有率は次のとおりである。

i) A型:図 1、 2'C示すとおりである。すなわち、 A/東京/1/72'C対する流行前后の保有

率は全年令層とも極めて高し、流行前后 32倍スクリーニンゲではほとんど一致するパターンに比較し、

128倍では流行株A/青森/1/74との交文によると考えられる学童の明らかな上昇がみられる。
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1 2 8倍スクリーニングA型流行の代表株A/青森 /1/74の流行前后のパターンは 32、また、

とも学童で明らかに上昇し、学童を中心とした流行で、あったことが理解されるo

B型:5511稿に示した図 8のとおりである。ii ) 

計

インフルエンザウィルスの月別分離状況

月

表 1

X¥ ¥  

空リ 55U 

A 理I1 0 0 0 0 

B 型 I9 2 0 0 13 0 2 6 0 0 

同定10000000000

渡 六渡渡
辺 戸辺辺
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表 2

64 256 64 256 1024 2048 A/東京/6/73

256 64 128 3024 1024 J024 A/青森/1/月
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64 1024 64 ぐ32256 1024 

J024 
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表 3

B/青森 i
/1/741 
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図2 A/青森/1/74fC対する HI抗体保有率
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青森県での日本脳炎惑染源調査

福井和子佐藤允武豊川京子

佐藤宏康

1 いとぐち

本県の日本脳炎(以下日脳〕は昭和 36年に異常な発生壱示して以来、近年においては年々減少の一

途をたどっている;込乙で当所で実施した感染源調査の結果と手近i乙ある資料により数字を捨って見た

ので、以下記述することにするo

2 本県の日本脳炎

県衛生統計年報によると、本県における日脳患者の発生は、表 11乙示すように昭和 36年真症 31人、

疑似 42名の異常な発生を示した。これは昭和25年に次ぐ発生である。また、昭和 37年には、前年

と比して、真症 5名、疑似 4名で急激な減少を示している。乙のように本県においては、昭和 36年に

多発しこれは全国的傾向と一致しているが、死亡者数最高の昭和41年には患者数 1名にとどまってい

るo

地域別にみると、表 2I乙示したように上北郡が 1番多く 11名、次いで下北部の 8名、三戸部の 5名

となっている。乙のように昭和 36年以降は、圧倒的に太平洋岸地域に患者発生数が多い。

3 本県の日本脳炎月別患者数

昭和 36年以降、本県の日脳患者数は表 41C.示したように 6月 2名、 7月 1呂、 8月6名、 9月 22 

名、 10月 9名、 11月2名と患者発生数の 54%が9月に発生している。最後は、昭和 44年 7月 1

呂となっているーだが、昭和 41年以降の日脳疑似患者の血清学的検索の結果から真症と推定されるの

は、昭和 44年 9月K青森市で発生した患者が最後である:)

4 と場豚の日本脳炎ウィルスに対する HI抗体の推移

日脳ウィルスの伝播サイクノレについては、蚊→プタ→蚊の周期性が見出されるようになった。本県も

昭和 42年から厚生省の日脳流行予測事業に参加し、青森、弘前、八戸の 3地区について、感染源調査
a 、

を行った由そ乙で昭和 42年以前の当所の調査結果とあわせ昭和40年から 48年までのと場豚の日脳

ウィルス民対する陽性率を図 1Il:.示したが、昭和 40年、 41年、 42年はいずれも 10.0%、 18.3%

9.6%と昭和 45年以後の年度に此殺して高い陽性率を示している。しかし昭和45年以降陽性率は極

めて低く、日脳ウィルスの浸淫はほとんどないと推測される。
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5 むす び

以上日脳感染源調査からみた結果、昭和 43年以降県下での日脳ウィルスの動きは、ほとんど見

られないと考えてよい。統計上、昭和 41年、閉和 44年K各 1名の患者発生があり血清学的検索

結果では、昭和45年以降真性患者は認められていない白しかし全国的にみると、患者発生数民比

較し死亡率は、いちじるしく高くなっているので今後と色監視の目が必要である。

御協力いただいた青森保簡折、弘前保健所、八戸保健所の援助に深謝するa

参考文 献

) ) 青森県衛生紙十年報 各年度

2】 佐藤宏慶 福井和子佐藤允武:青森県における日本脳炎の歴史的考察(過去 10年間の

感染源調査から)、第)]回青森県職員研究発表会

3】 葛西定七:と殺豚の日本脳炎抗体価について、青森県衛生研究所報.8.34--37.
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第 1表 青森県の日本脳炎発生状況

年 次 患者 数 死者 数 年 次 患者 数 死者 数

昭和36年 3 1 1 6 昭和42年 一

1/ 3 7年 5 2 1/ 4 3年 一

1/ 3 8年 2 1 H 4 4年 2 

1/ 3 9年 2 1/ 4 5年 一 1 

H 4 0年 一 一 1/ 4 6年 一 一

1/ 4 1年 1 一 1/ 4 7年 一 一
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表 2 l市郡別年次別患者発生数

下ぞ136 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 I計

青森 市|ー 1 2 一 13 

弘 前 市'一

八戸市|ー 2 一 13 

黒石 市

五所川原市・ー

十和田市・ー

三沢市'一

- 1 4 

東津軽郡一 - 1 1 

西津軽郡 13 一 13 

中津軽郡'一

南津軽郡 1- 1 一 11 

ー 13 

上北部 9 2 一 111

ー 18 

一戸郡 5 一 15 

計 131 5 2 2 O 1 O 。 。。。

表 3 全国日本脳炎発生状況

伍 次 患者 数 死者 致 年 次 患 者数 死者数

昭和36伍 2，0 5 3 8 2 5 昭和 42年 1，028 659 

f.I 3 7年 1，3 6 3 5 6 8 グ 43年 2 9 2 2 3 8 

グ 38年 1，20 5 56 6 '" 4 4年 230 204 

f.I 3 9年 2，683 1，3 6 5 f.I 4 5年 1 4 5 1 4 7 

'" 4 0年 1，1 7 9 613 f.I 4 6年 138 

IJ 4 1年 2，3 0 1 1. 4 2 2 '" 4 7年 3 7 
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表 4 青森県の日本脳炎月別患者数

hと1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 !計

昭和 36伍 一 一 一 一 ー 一 ー 1 初 9 1 一 31 

グ 37 fE 一 一 一 一 一 2 一 一 2 一 1 一 5 

N 3 ~年 一 一 一 一 一 一 一 2 一 一 一 一 2 

IJ 3 9笠三 一 一 一 一 一 一 一 2 一 一 一 一 2 

N 4 0年 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー O 

IJ 4 J伍 一 一 一 一 一 一 一 1 一 一 一 一 1 

ρ4  2年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 O 

N 4 3年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 。
N 4 4年 一 一 一 一 一 一 1 一 一 一 一 一 1 

N 4 5年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 。
IJ 4 6伍 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 O 

IJ 4 7年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 O 

計 。O O O O 2 6 22 9 2 O 42-

図 1 と場豚の陽性率の推移

(0/0) 

20 

陽 15

性

率

10 

5 

。
40 

年代I40 41 42 必 4. 45 46 47 必

陽性率 19/'904.冷却 78/80~17/772 7 /476 1/1110 0 / 伽 2/1酬 4相

44 46 48 (昭和)
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日本脳炎における 2ME感受性抗体検査法

福井和子佐藤宏康佐藤允武

厚生省伝染病流行予測調査実施要領によると、HI価1: 4 0以上の陽性ブタ血清は、 2ーメルカプトエタ

ノール(以下2ME)処理矛おとない新鮮感染抗依か否か号、検査するととが義務づけられている白しかし

ながら、最近 2ME単独処理のみではその積出が不十分な乙とが知られてきAJそ乙で‘私達は本年 6月に得

た陽性ブタ血清につき、厚生省伝染病流行予測調査実施要領による方法とあわせ、 Portefhの方法に変法

した万法で実施を試みた白その結果、後者の方が前者に比較して、優れているような成績争得たので報告す

る。

検査 方法

図 11乙示したように 2ME処理により切断された蛋自分子の再結合を Blockするために、ヨードアセ

タミド(以下 1AA)争使用した。 2-ME処理後は厚生省公衆衛生局発行の昭和49年度伝染病流行予

測調査の実施要領に従った。

検 査成績

表 1に示したように青森市で採血したブタ血清について、 HI抗体価が 80倍あったものが、 2ME処

理後HI抗体価が 20倍となった白又プタ血清と平行して行なった山形県衛生研究所より分与壱受けたブ

タ陽性プール血情については、 HI抗体価が1.2 8 0倍あったものが 2ME処理することにより 80倍と

4管の差が認められ、さらに 2ME、 IAA処理する乙とにより HI抗体価が、 10倍と 7管の差が認め

られた。 2-ME虹盟した血清と 2ME、 IAA蛇盟した血清とでは 4管の差がみられた。すなわち 2M

E処理後 4管だけ再結合した乙とがわかった。

結 論

青森市で検出された陽性ブタ血清と山形衛研より分与を受けた陽性プタプール血清の 2-ME感受性抗

体検査結果より次の結論を得た。

すなわち厚生省伝染病流行予測調査実施要領による 2ME単独処理のみでは、新鮮感染抗体を検出する

に不十分である場合も考えられ、さらに乙引に IAAを加え、切断された蛋自分子の再結合をBlockする

必要があると思う。

以上図 1に示した万法によっても 2ME感受性抗体を一層明確に検出しうると考えられる。

文 献

1 ) 尾上薫 1タGおよび IgM抗体の構造の研究「実験講座」、免疫の生化学， 124-]45.
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2) J ・B Flei schman， p. H. Paim R・R.Porter. A rch・Biochen，Biophvs ， 

Suppl enent， 1， 1 7 4 • 1 9 6 2 

図 1 検 査万法

血清+2ーメバぬプトエタノール|血清 +2ーメパぬプトエタノ吋レ|血清 +Tris-
02mt 02mt I O.2mt O.2mt I O.2mt 

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1山

V

、‘，M
 

9臼nυ ，，E

、
HCI{ O.5M PH8β 〕

O.初 6
( 0.2 M) 

あらかじめN2を吹き乙んでおき、

吹き乙みながら室温 60分放置後

氷水甲で冷却

O.2Mヨードアセタミ F加 l

O.2ml 
O.5MTris-:HCl{ PH8.0)加 IO.2Mヨードアセタミド加凶清+O.5M'irisHCI 

O.2mt O.2mt I 02mt O.2mt 

+O.5Mfris:HC1 
O.2ml 
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表 l 検査 成' 績(HI試験)

対 10 20 40 80 1ω3a> 640 la:J 25印 5120

臼陽性プタ血清①ー

(青森市〕 ④ー

m陽性ブタブール血清① ー

(山形衛研〕 ② ー

③ー

④ー

+ + + + + + + + 

+ + + + ベト + 

+ + + + +ト+ +ト

+ + 戸ト + +ト

戸ト + 

+ + 

①血清+O. 2M 2ーメルカプトエタノール+0.2Mヨードアセタミド

②血清+0.2 M 2ーメルカプトエタノール+0.5Mfris -HCI 

③血清+0.5MTris - HC 1 

④血清+0.5MTris - HCI 
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1973年夏期青森県下に流行したHand
Foot and Mouth Disease (手足口病)

様疾患について

佐藤宏康佐藤允武

福井和子

197 0 年全国的な Coxsacki~ -A 1 6型ウイルスによる流行につづき 19 7 3年 5月上旬頃から 7月

下旬にかけて、青森市内で手足口病と診断される患者が発生した。その後の調査で明らかとなったが弘前

市内でも同様の患者がみられ、さらに五所川原市内では皮疹K口内炎をともほった無菌性ずい膜炎と診断

されうる患者が発生した。

上記類似の患者は 1973年夏期比全国各地K発生し、その病原ウイルスの検索にもかかわらず、一致

する知見は得られていないようであるo

筆者らも病原ウイルスを究明する目的で上述病状を有する患者からのウイルス分離と血清学検索を行っ

た。

結果は図1Ie.示したように 21名の患者からウイルス分離を実施し、 2名の患者から Coxsackie B-

2型ウイルス 8株を分離した。

なおH-lからH-5は青森市民病院小児科、 K-lからK-7および 7から 11は県立中央病院小児

科で採取された分離寸料のぬを示す。表1から 3KはCoxsackie B 1 -.. 6、 Coxsackie: A -9、 10、

1 6、発疹性のEcho-2、8、4、6、9、 11、 16、25型ウイルスに対する乙れら患者の中和抗

体価を示した。なお図 lのぬ7_ 8、 9、 10、 11、 23から 26は表 1から 8のNo3e.一致するo

以上の結果から今回の流行を実証し得るウイルスは分離されず、また使用した 17株の標準ウイルス株

に対しでも患者の多くが有意の抗体上昇を示きず、期待したような成績は得られなかった。

乙の手足口病様疾患については調査研究中であるので結論はさしひかえるが、今まで得た結果を掲載し

資料の一部とする。
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表 1 手足口病患者の中和抗体価(青森市)
. 

Coxsackie B Coxsackie A E cho 

2 8 4 5 6 9 10 16 2 8 4 6 8 11 16 25 

1 
A※ 1~ 16 <4 <4 <4 <4 6482|lミ~þく14引21〈4 く4 <4 

64 <4 <4 <4 <4 
C※ 64 128 <4 <4 く4 <4 64 32 く4 く4 く4 32 <4 く4 <4 く4

2 
A <4 <4 <4 <4 <4 <4 q く4 く4 く4 く4 128 <4 256 く4 <4 
C <4 <4 <4 <4 <4 く4 <4 <4 く4 く4 く4 <4 64 く4 256 く4 く4

8 
A く4 <4 <4 <4 <4 <4 <主 4 く4 <4 <4 く4 く4 く4 く4 く4 く4
C <4 <4 <4 <4 <4 <4 く4 4 <4 <4 く4 く4 く4 く4 く4 く4 く4

4 
A <4 く4<4 <4 く4 く4く4<4 <4 く4 く4 く4 256 く4 <"，..4 く4 く4

C く4 <4 <4 <4 <4 <4 く4<4圃<4 
く4 く4 く4 128 く4 く4 く4 く4

5 
A く4 <4 <4 <4 く4 <4 32 <4 <4 <4 <4 <4 <4 64 く4 <4 
C <4 <4 <4 <4 く4 く4 64 <4 く4 く4 く4 く4 <4 128 く4 く4
A <4 256 <4 く4 く4 <4 16 8 く4 く4 く4 <4 く4 32 く4 く4

6 
C <4 256 <4 く4 く4 く4 32 8 <4 <4 く4 く4 <4 <4 32 く4 <4 

7 
A く4固 く4 <4 <4 <4 <4く4 <4 く4 く4 く4 く4 <4 <4 く4 く4
C く4 く4 <4 く4 <4 <4く4 <4 く4 く4 <4 く4 く4 く4 く4 く4

8 
A く4 <4 <4 く4 く4く4<4 <4 <4 く4 く4 <4 <4 <4 く4 <4 く4
C く4 <4 <4 く4 く4 <4 <4 <4 く4 く4 く4 <4 く4 く4 く4 く4 く4

9 
A 64 <4 く4 く4 <4 く4く4 4 16 <4 く4 く4 〈く4 く4 128 く4 く4
C 32 <4く4 <4 <4 く4<4 4 32 く4 く4 く4 く4 く4 256 く4 く4

10 
A <4 <4 <4 <4 <4 <4 く4 32 <4 く4 く4 く4 く4 く4 く4 く4 く4
C <4 <4く4 く4 <4 <4 く4 64 <4 く4 く4 く4 <4 く4 <4 く4 <4 
A く4 <4 <4 く4く4 く4<4く4 <4 く4 く4 く4 く4 く4 く4 く4 く4

11 
C <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 く4 <4 <4 <4 く4 く4 く4 <4 

一」ー

※ A 急性期 C 回復期

表 2 手足口病患者の中和抗体価(弘前市)

No. 
Coxsackie B Coxsackie A Echo 

2 8 4 5 6 9 10 16 2 8 4 6 9 11 16 25 

12 
A※ く4<4 く4 <4 く4 <4 8く4 8 く4 1~ <4 256 <4 256 <4 16 
C※ <4 4 <4 く4 く4 く4 16 <4 8 <4 128く4 256 <4迄512く4 16 

13 
A <4 32 <4 <4 <4 <4 く4 16 く4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 
C <4 32 <4 <4 <4 <4 く4 8 <4 く4 <4 く4 く4 <4 く4 <4 <4 

14 
A く4 16 固 く4 <4悶 32 32 16 く4 <4 <4 <4 く4 >512く4 <4 

C <4 16 く4 <4 32 16 16 <4 <4 <4 <4 <4 >512 <4 <4 
A <4 く4 <4 <4 く4 <4 64く4 <4 く4 <4 <4 256 8 <4 <4 8 

15 
C <4 く4 <4 く4 <4 <4 64 <4 <4 く4 <4 <4 128 8 <4 <4 4 

16 
A く4 128 <4 <4 く4 <4 く4<4 <4 く4 <4 <4 4 く4 <4 8 <4 
C <4 128 <4 <4 く4 <4 <4 <4 く4 <4 く4 く4 4 く4 <4 8 <4 

17 
A <4 16 <4 <4 <4 <4 16 8 >512 <4 32 <4 く4 32 64 16 <4 
C <4 32 <4 <4く4 く4 8 16迄512 <4 32 <4 く4 128 32 16 <4 

18 
A <4 64 <4 く4 く4 <4 64く4 64 <4 <4 <4 128 く4 256く4<4 
C <4 64 <4 <4 <4 く4 32く4 64 く4 く4 く4 256 く4 256 <4く4

19 
A く4 く4 く4 <4 く4 く4 ミ;11;iA;|く4 <4 く4 <4 32 く4 く4 <4 
C <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 128 く4 <4 <4 

20 
A <4 64 <4 <4 <4 <4 64 64 <4 <4 く4 16 く4 く4 <4 <4 4 
C <4 64 <4 く4 <4 く4 32 32 <4 <4 <4 16 <4 <4 く4 く4 4 
A く4 く4 64 く4 く4 く4 128く4 <4 <4 128 <4 く4 32 64く4

21 
4 

C <4 く4 32 <4 <4 <4 128 <4 <4 <4 256く4 <4 32 32 <4 く4

22 
A <4 <4 く4 く4<4 <4 く4 <4 <4 <4 <4 <4 く4 <4 <4 <4 16 
C く4く4 <4 く4 く4 <4 く4 く4 <4 く4 <4 <4 <4 く4 く4 <4 8 

※ A 急性期 C 回復期
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表 8 無菌性髄膜炎患者の中和抗体体価(五所川原市)

Coxsackie B CoxsackieA Echo 
No. 

2 8 4 5 6 9 10 ~6 2 8 4 6 9 11 16 25 

2B 
A※ <4 32 16 4 8 く4 32 8 64 <4 く4 <4 256 64 く4 <4 4 
C※ <4 32 8 4 8 <4 64 4 64 <4 く4 く4 512 32 く4 く4 4 

24 
A <4 <4く4 <4 <4 く4 く4 く4 <4 く4 <4 く4 <4 <4 く4<4く4
C <4 <4 <4 <4 <4 <4 <4 く4<4 く4 く4 く4 <4 く4 <4 <4く4

25 
A く4<4 <4 <4 <4 く4 <4 <4 <4 <4 128 <4 128 32 <4 <4 <4 

C く4<4 く4 <4く4 <4 <4 4 <4 <4 128 く4 128 16 く4<4 <4 

26 A <4 <4 <4 <4く4 <4 く4 く4く4 <4 4 <4 く4 64 64く4 く4

C <4く4 く4 <4 <4 <4 く4 く4<4 <4 く4 く4 く4 128 64く4<4 

※ A 急性期、 C 回復期

図 1 手足口病、ずい膜炎患者からのウイルス分離

iTE3 h 

材 料 の 種 類
No. 氏名 年 性

咽頭液 庖 髄 液 血
Note 

(才) 糞便 水 被

H-l A-K 1.1 8 一 一
H-2 H-M 2.0 ♀ 一 一
H-3 O-T 8m 8 一 一
H-4 T-S 2.1 8 一 ずい膜炎

H-5 T-M 4.0 ♀ CoxB・2 Cox砂 2 脳 炎

K-l y.y 2.0 ♀ 一 一 一 一
K-2 K-N 1.0 ♀ 一 一 一
7 Y.K 2.0 g 一 一 一 一
K-3 1 • J 2.0 8 一 一 一 一
8 K-S 3.0 8 一 一 一 一
K-4 S • E 3.0 g 一 一 一 一
K-5 S -T 2. 0 ♀ 一 一 一 一
9 N-M 3.0 8 一 一 一 一 一 ずい膜炎

1 0 C-T 1.0 8 一 一 一 一
1 1 N-U 2.0 ♀ 一 一 一
K-6 N.T 11m 8 一 一 一 一
K-7 T-A 1.0 ♀ 一 一 一
2 3 S -H 1 2 8 一 ずい膜炎

24 S -K 9m 8 一 ずい膜炎

2 5 K-K 1.2 8 一 ずい膜炎

2 6 K-T 2.5 ♀ 同XB・2 ずい膜炎
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A Disease resemb1ing Hand， Foo七 andMou七hDisease 

in Aomori Prefec七ure in swnmer 1973 

Sa七0，H.， Sa七0，N.， Fukui， K. 

ムomoriPrefec七ura1工ロstitute of PublicHea工七h

In summer 1973， many cases resemb1ing hand， foo七 and

mouth di8ease or aseヵticmeningi七i8were observed in 

Aomori .Prefec七ure.

'l'hirteen 七hroa七 swabs，17 faeces， 13 vesic1es， 6 cere-

brosninι1 f1uids and 15 b100ds from 21 pa七ien七swere 

examined viro1ogica11y. 

Coxsackie B-2 virus was iso1a七edfrom one b100d and 

2 faecal snecimens. 

Twen七y six paired serum specimens were 七es七edfor 

neu七rrtliza七ionagains七 coxsackieA-16， A-10， A-9， coxsacki， 
B-1， B-2， B-3， B-4， B-5， B-6 and echo七ype-2，3，4，6，11，16，
25， viruses. 

An七土body七土七ers agains七 coxsackie A-16 and B-2 virus 

were measured wi七h rol1er drum me七hod，and七hoseagains七

O七herviruses wi七h micro me七hod，bu七七heau七horscould 

no七 findpa七hogenicvirus responsible for七his epidemic. 

Au七oabs七rac七
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エンテロウィルスの血清疫学から考えられ

る免疫の持続と再感染について

佐藤允武佐藤宏康

青森市在住者の血清でエンテロウィルス 35株(標準株)に対する中和抗体を年令層別に主にマイクロ

法(J INET細胞を主に一部HeLa細胞併用)で、定量的に調べたととろ、今日まで全国的に流行を引き起

しているウイルスの年令層別保有率の上昇が低年令層のみならず高年令層にもみられるといっ免疫の持続

ならびに再感染l乙関係あると考えられる一つの現象に遭遇した。乙の現象がいかなる意義を示唆するかに

ついて若干の考察を加えたので報告する。

比較的最近の流行で、ある Cox.A-16、Echo -9 ~ 1 1、ウィルスの流行前後の保有率を各スクリー

ニングCとに対比すると感染中心年令層でない高年令層の流行前後の保有率は 4倍では余り目立った動き

を示さないのにかかわらず 16倍あるいは 64倍では 50才層前後を境として一旦 H谷H を形成したのち

上昇する。そして ζの現象は前述した 8ウイルス以外の過去に流行した Cox・B-5、Echo-4、6の

流行後の保有率にもみられる白これに対し同時に調べられた残り約30種の中、ここ 10年間ほど浸淫が

みられないウィルスの保有率ではこの上昇はほとんどみられない。それ故に乙の現象は高年令層に特徴的

にみられるのでなく再感染のためと考えられる。その場合4.50才層の 11谷11形成からみてその免疫持続

期間は 4.50年と推測され唱そして 60才以上の人たちでは 2、8年あるいは数年間隔の小児流行のたび

に20%前後の再感染をくり返していると推定されるo

なお、本論文は第 26回日本細菌学会東北支繭議会、小児科臨末(第 27巻、第 1号、昭和49年 1月)

で発表した。
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ECOLOGICAL BEHAVIOR OF 6 COXSACKIE B AND 29 ECHO 

SEROTYPES AS REVEALED BY  SEROLOGIC SURVEY 

OF GENERAL POPULATION IN AOMORI， JAPAN 

NOBUTAKE SATOI)， HIROYASU SATOl)， RINJI K人¥VA0JA2>

A~D :¥'lINORU NIATU孔10T03)

1 Instltu!e 0/ P必licHealth .1οmori Pre!ectufe， ，1οmοri 03ο 2 Depart川 f'nt o~f 
Bacteriology， ht'ate .¥1cdical College， 1¥1orioka 020， and 3Imtitute of jfedlcal 

Science， University o! Tokyo，λlinato・ku，Tokyo 108， Japan 

lRcceived: October 2， 1972) 

SUMMARY: l'¥eutralizing antibody titers of 252 random日 rUIll samplれ from
different age groups were determined by the rnicroplate method. The results 
showed marked dif{erences in the grade and pattern of dissemination arnong the 
serotypes. Echo-2::; (Group 1) showed extremely high endemicity with an infec-
tion rate higher than 50 ~b among infants within the tIrst year of life. Cox 
B-1， 3， and 4 and Echo-9， 11， 14， 21， 25， and 31 (Group II) were highly endemic 
with occasional outbreaks. Cox B-2 and Echo-3， 4， 6， 12， 13， 15， 16， 19， 20， 26， 
and 29 (GrouR III) showed relatively low endemicity with extensive dissemina-
tion at relatively long intervals. Cox B・5and Echo-7 (Group lV) gave unique 
antibody-incidence curves with a sharp peak at a certain age. which wa己 ("xplainεd
by extensive spread of virus in a certain year aiter many quiescent years and a 
昌trongage preference of primary infection for young children. Echo-~， 17. 18， 
24， 30， and 33 (Group V) maintained low endemicity with no extensive dissemi-
nation. Cox B・6and Echo-1， 5， 27， and 32 (Group VI) showed the lowest 
endemicity. Long communicable periods of the infected host seem to be a deci-
sive factor for Groups 1 and II to rnaintain the high endemicity， and the possi-
bility of intrauterine or neonatal infection was suggested for Echo-22 in particu-
lar. The chronic carrier state was suggested for the very low endernic serotypes 
to secure contllluouS transmlメs!On.

なお、本論文は Japanese Journal of Medical Science & Biology.， Vol. 25. 

No.6. PP. 355-368. December. 1972で発表した。
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血液中のPCB含有量について

古川章子小鹿

はじめに

王厄
目

我々は前報1)で、自然環境、食品等のPCB調査結果について報告した。 PCBは複雑な汚染メカニズ

ムを経て食品中に入り、最終的には、人体に蓄積される乙とから、人体汚染調査も必要と思われる。

人体汚染については、主K脂肪組織2)、母乳2)等について調べられているが、性別、年令l乙関係なく、

多くの人々の汚染状況を把握するには、採取方法の容易な血液を調べる乙とも一万法と考えられる。血液

3) 心
中の PCB分析法には]enSen の発煙研酸法、立JIIのアルカリ分解法等あるが、今回我々は立JlIの万

法について検討し、あわせて血液48例について調査した結果を報告する。

I 実験方法

1.実験材料

1 973年4月から 19 74年5月までの 1年聞に48人(d 3 2入、♀ 16人)から採取した10

dの全血。

2.試薬

(1) nーヘキサン :残留農薬分析用(和光純薬)

(2) エチルアルコール : グ

(3) 水酸化カリウム :試薬特級

(4) 無水硫酸ナトリウム /1 ( グ ) nーヘキサンで洗浄後使用

(5) 標準PCB 和光純薬

(6) シリカゲル ・ワコーゲルS-1 (ρ  ) 

3. 装置、器具

あらかじめカラムクロマト管を用い、 20倍容量のエチルエーテル.nー

ヘキサン(1 : 1 )で拐滞、乾燥後、 13 0・Cで15時間活性化し、デシ

ケーター中で 1時間放置したもの。

(11 振 重機 :KM万能シエーカー (KKイワキ)

(2) ガスクロマトグラフ:電子補獲型検出器付ガスクロマトグラフ(日電バリアン 1200 ) 

(3) Kudernaー Danish濃縮器:前田製f開

4. 実験操作

(11 PCBの抽出

血液 101112を20 Omi分解フラスコに秤取し、 lN-KOHエタノール溶液 5Omlを加え、還流

冷却管を付け、重量煎上で1時間加熱ケン化する。ケン化後、 5O.C附近まで冷却し、 nーヘキサン

5 0 meを加え揖拘混合し、室温まで放冷、ついで、内容物を 30 Ome分液ロート K移しフラスコ

は20meのエタノールで洗い、洗液は分液ロートに合するo 分液ロートに水10 Omlを加え激しく

振還するo 静置後、下層を別の分液ロートに移し、再びnーヘキサン 5Omlを加えて振濯抽出しnー
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ヘキサン層は先の分液ロートに合する。抽出 nーヘキサン層は、水 10 0 meで 8回洗浄し無水硫酸

ナトリウムで脱水後、 KtidernaーDanish濃縮器(以下KD濃縮器)を用い 8.5meまで濃縮する。

(2) 精 製

シリカゲル 2dl5
)を内径 lcm、長さ 80cmのカラムクロマト管i乙、 nーヘキサンを用い湿式充填

し、更に、その上lと無水硫酸ナトリウムを積層して調製したカラムクロマト管に上記濃縮液 8meを

注入、カラム内壁を nーヘキサン 1meで 2回杭滞、溶出液として nーヘキサン 100 meを1滴1秒

の割合で流下させる。得られた溶出液をKD濃縮器で約 lmeまで濃縮し、ガスクロマトグラフ用検

液とした。

(3) ガスクロマトグラフィー

検出器:電子捕獲型検出器 (63N i， 8.5 mC i ) 

カラム:内径 8棚、長さ 2m

充填剤:

固定相:ジエチレングリコールサクシネート 2%+リン酸O.5 % ( DEGS + P A ) 

:シリコン SE-30 2% 

担体:ガスクロム Q(60--80メッシュ)

カラム温度 18 0 --1 9 O.C 

キャリャーガス:窒素

E 実験結果 と 考 察

1. シリカゲルカウムクロマトグラフィーの溶出試験

カラムクロマト管は内径 1cm、長さ 3Ocmを用い、ワコーゲルS-lを充填し、乙の条件で PCB

の溶出It:.要する nーヘキサンの量を検討した。分画用標準溶液(1 m仲 111J}のKC-500を含有す

るnーヘキサン溶液)3 mi壱注入し以下 1-4一(2)に示す精製法l乙従い溶出させた。フラクションを

10meずつ分取し、 K-D濃縮器を用い約1meまで濃縮し、ガスクロで測定、各フラクションの溶出

率を図-1ft:.示した。

第一フラクションからは PCBは全く溶出されず、第二フラクションより溶出し始め、第四フラク

ションで最大となり、後滅少し始め、第七フラクションで殆んど溶出された。

乙の結果よりシリカゲJレカラムクロマトグラフィーにおいては 20--7omeの溶出液を分取すれば

回収率も 92%になる乙とが見出された。

従って今回のワコーゲルS-lを用いる際の血液の精製では 20--110meの溶出画分を分取する

こと lζ しTご。

尚、シリカゲルカラムの溶出試験においてシリカゲルのロットの違いにより PCBの溶出が大きく

異なる乙とが確認された。従ってロット毎の溶出量のチェックが必要である。

2. 添加回収試験

人血 10 mel乙標準 PCB試液(1 me中KC-500 1μFを含有するアセトン溶液)1 meを添加混

合し、約 30分室温民放置後、実験操作に示された方法l乙従って処理した。 PCBの添加回収率は表

- llt:.示すように平均 90.2%と良好であった。
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図-1 シリカゲルカラムによる KC一日附の

溶出試験

表-1 KC-500'乙よる血液添加回収実験

100 : 

90 

80 

フラクション 10mf

PC B 回収率仇)

KC-500 

9 3.3 

8 9.8 

8 7.5 

平均e10) 70 
，... 60 

出-
9 0.2 宏一

40 

42釦

20 

10 

~-3 -4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 "7ラクション

8. 血液中の PCB濃度

1 973年4月から 1974年 5月まで採取した 48人の血液について分析した結果を表-21[，示

す。尚、比較のため、増田6)7)立JlI等 8)9)の分析値をも掲げた。表に示すように、本県の場合‘ 48 

例全ての血被から PCBが検出され、検出範囲は 1--9ppb、平均 2ppbで、油症患者と立111氏の分

析結果を除いた他の分析値とほとんど同じである。油症患者に比較すると約 1/3の含有量であった。

又年令差は認められなかった。

立川等は人肪中の PCBは、 BHC、DDTと同様、男では女よりも高い乙とを指摘しているo8) 

表-2 血中 PCB濃度

青
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1 26 
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大阪府立公衆!129 

衛生研究所 I78 
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i
 

--.，， 
58829 

!i!24 Tr 16 

次i乙、 PCBのパターンはKC-500、KC-500:KC-600(1: 1)、KC-600

の8つに近いタイプのものが検出された。図-2はPCBタイプ別の濃度分布を示す。 PCBタイプ

別の割合はそれぞれ約30%ずつを占めているo 又PCB濃度とタイプ閣の関連性は認められない。

全体KKC-500、KC-600等の高塩素のPCBを主体としたもので、低塩素のPCBは認め

られなかった。乙れはKC-300等の低塩素の PCBは生体内で比較的速かに代謝、分解、あるい

は排油10)されやすい為であると考えられる。
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PCBのタイプ別濃度分布図-2

30 

勾

KC-500 囚

自 KC-600 

KC-500 + KC-600 
( 1 : 1 ) 

血中 PCB濃度(ppb) 
国
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約要E 

sμFを注入してカラムクロマトグラフィー溶出試験を29を使用し、 KC-500ワコーゲルS-l

1 0 0 mR の済出量で、充分で、あった。行なった結果、

1μ9を血液l乙添加し、その添加回収実験を行なった場合、比較的良好な結果(9 0 %)  KC-500 2. 

が得られ、ほぽ定量的に回収できることを認めた。

男 32人、女 16人の血液中の PCBを測定した結果、平均 2ppbで他県と同様、数 ppbのレベル

であった。

被験者の年令と PCB含有量との聞に関連性が認められなかった。

検出された PCBのタイプは、 KC-500、KC-500+KC-600、KC-600に近い

3. 

4. 
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Con七en七sof Po1ych1orina七edBipheny1s (PCBs) 

in Hu.man Blood 

Kogawa，A.， Koshika，S. 

Aomori Prefec七ura1Ins七土七uteof Public H~al七h

The purpose of七hiss七udywas七ograsp七heac七ua1

s七a七eof七hehuman pol1u七ionwi七hPCBs. PCBs in 48 s~ 

amples were de七erminedby gas chroma七ographywith ECD 

af七erTa七sukawae七 al.. PCBs were de七ec七edin a1l sa-

mples in conten七sbe七ween] ppb and 9 ppb (av.'. 2 ppb). 

The recovery of KC-ラ00 (l)lg) added七o七heblood (10 

m1) was 90.2係onan average .. 

Autoabs七rac七
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即席めん類の抽出油脂変敗度検査結果について

渡 辺 幸 子 田 沢 恵子

秋山由美子 工藤幾代

はじ めに

食品の加工技術の進歩により、多種多様の加工食品が市販されている。即席めん類もその一つである。

手軽な反面、 ζ とに過去に問題のあった即席ラーメンはその保存方法により、使用油脂が酸化変質する乙

とから、食品衛生 t重要な事として考慮されてきたが、最近又話題が提起された。従って本県においても

行政的立場より今fB7月から 8月にかけ県内に出廻っている即席ラーメンを製造月日より 6ヶ月五u:経過

したものについて、その抽出油脂の変敗度検査壱実施、まとめた結果は以下の通りである。

I 検査方法

1) 検査材料即席ラーメン

2) 検査対象 表示製造丹日から 6ヶ月以上経過した 19検体、 6ヶ月未満のもの 7検体、合計26検

体

県内l乙は大凡2a種類位の即席ラーメンが入っているが、検査検体は 19種類、 8メーカーのもので

ある。

種類の大別

味噌味、しょう油味、塩味系統、やきそば系統

検体は(図 1)に示すように県内 11ケ所の保

健所管内の販売居から収去したものである。

検体収去保健所

L図 1) 
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検査試料調整

油脂の抽出?即席ラーメンを細かく砕き精製エーテルで抽出後、窒素ガス壱通じながら減圧下でエ

3) 

ーテルを留去し残留油脂を試料とした。

油脂の変敗度測定項目

イ)酸価、過酸化物価、チオパJレヒ'ツール酸価、食品衛生試験法注解E)K従った。

カルボニル価、熊沢等2)の方法}乙従った。

4) 

ロ)

検査結果及び考察E 

まず表示製造月日別に経過日数の古いものから番号を付記し表 11(.、製造メーカー別壱表2と分類し

てみた。

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

表

番号 製造年目 酸 価 過酸化物価 カルボニル価 チオノ勺レヒツール酸価

No. 1 47. 1.12 8.8 7 1 4 4.9 4 2 0.2 4 3.1 8 
2 47.11.21 0.9 1 1 9.2 8 9.67 1.50 

47.12.22 。眉 75 1 5.4 4 8.9 6 0.9 2 
4 44871.22..22 2 

0.6 1 1 3.3 5 7.97 0.8 1 
ト一一

0.2 6 5.6 1 0_4 1) 5 1 L 0 7 

ト448228 0.2 1 1 3.7 8 9.8 8 0.69 
48. 7. 6 0.3 7 9.0 5 8.0 8 0.6 5 

8 48. 8. 1 0.2 5 1 7.1 4 9.9 6 1.06 
トーー

48. 8. 7 0.39 9.57 7. 7 3 9 0.5 6 
10 48. 8.16 0.57 8.0 1 6.67 0.4 5 
1 1 48.10. 8 O. 1 6 1 4.94 9.50 0.6 6 
12 48.1 1. 1 0.2 5 6.8 7 6.7 2 0.4 3 
13 48.11.13 0.2 9 9.4 1 7. 2 3 0.4 6 
14 48.1 1.13 0.4 8 1 0.8 3 8.6 2 0.7 3 
15 48.11.1 7 0.38 1 6.4 8 1 2.4 4 0.4 6 
16 48.12.11 0.8 5 9.9 9 6.5 2 1.67 
17 48.12.18 0.2 7 1 1. 4 0 9.26 0.4 8 
18 48.12.22 0.27 6.58 7.4 7 0.53 
19 49. 1.15 O. 7 2 2. 1 2 6.2 6 0.4 0 
20 49. 4.17 0.4 7 1 6.0 7 6.19 O. 6 0 
21 49. 4.26 0.23 1 1. 5 0 6. 1 3 0.60 

22 49. 4.30 0.3 1 1 4.44 6.6 6 0_7 6-

23 49. 5. 3 0.3 2 24.7 1 9.92 1.21 
24 49. 5.15 0.3 1 1 1.0 0 6.30 0.5 4 
25 49. 6.30 2.75 1 9.6 6 1 6.2 1 1. 8 5 
26 49. 7.14 2.4 4 1 5.0 8 6.74 0.6 8 

ドーー

男日日月造製表 1

C
A
A
A
F
B
F
G
E
E
B
F
H
F
B
D
F
G
F
H
F
G
B
F
C
B
 備:アルファベットはメーカー別

※印は調味料がめんと一諸になっている製品

製造月日別の表より次の事が解った。

値

一般に油脂の変質過程において次第に増加して行く数値とされている o 基準値と見なされる

数値としては昭和40年厚生省3)が一般市販の即席ラーメンの酸価値は 10以下であると食尽衛生

-44-

価酸11 

1. 



法規i乙記載してある o 1表に示す数値は 2年位の経過日数民は無関係の結果を示している。数値は

次のょっに分けてみた。

(数値範囲と検体数表)

酸価値 検 体 数 % 

8.8 7 1検体 CNo.1)(製昭47. 1. 1 2 ) 4% 

2.7 5 1検体(No. 25) (製昭 49ι6.3 0 J 

2.44 1検体(No. 26) (製昭49. 7. 1 4 ) 96% 

1-----0 6 6検体

0.5-----O. 1 17検体

3) 
今、食品衛生法記載の 10以下 という事を基準値とするならば、全検体が基準値の範囲内で、あ

る。その数値は上記表が示すょっ IC3 -----O. 1の範囲の低数値が 25検体 96%を示ているo

No. 1 (製昭47. 1. 1 2 ) Nu 2 5 C製昭49.6.3 0 )は同メーカーの製品である。 2年 6ヶ月経過

の差を示しているように考えられるが 1メーカーの 2検体の比較で、は検討できないものがあるo

(表 2) 

又No.2 5、No.26の数値は製造月日が昭和49.6.3 0、昭 49.7.1 4と新しい製品であるのにも

関わらず他の 23検体の数値より高値を示している(表2)。これは各メーカーの使用油脂、製品

の種類の製造過程に関係あるのではないかと考えられるが一概には言得ない。

2) 過酸化物価値 4)

乙の数値は油脂の変質過程において次第に高くなるが最高に達した後、次第に減少する。その

最高値は自動酸化時の温度に影響するとされている。

油脂中の過酸化物は力I駄により減少し、油脂の毒性原因物質の 1つであるとされている。その毒

性は最高値より減少した低値の場合に強いと報告されている05)

基準値とすべき数値は酸価値と同じく食品衛生法規叫には 10 0以下と記載されているo

1表l乙示されている数値は次のように分けてみたa

( 数値範囲と検体数表)

過酸化物価値 検 体 数 % 

144.94 1検体CNo.1)(製昭47. 1. 1 2 ) 4% 

24. 71 1検体(No. 23) (製昭49.5. 3 ) 

20. 00 -----16. 00 7検体

15. 00 -----11. 00 9検体 96% 

10.00 -----6.00 7検体

2.12 1検体(No. 19) ( 製 昭49.1.1 5 ) 

乙の数値も経過日数民は無関係さを示している。むしろ49年4月以降製造6ヶ月未満の 7検体

が、No.1をのぞく他の 19検体より高値を示している(表 1)。乙れをメーカー別にみると 8メー

カー中 6メーカーの製造品がこの範囲に入る。 1メーカ一、 1検体当りでは比較検討はなし難い。

しかし食品衛生法規記載の 10 0
3
)以下を基準値と見倣すならばぬ 1(製昭47. 1. 1 2 ) 144・94
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をのぞし七他の数値も上記表が示すように25"'2の低値が25検体 96%を占し基準値の範囲i乙

入る事になるo

3) カルボニノレ価値、チオパルピツール酸価値心

乙れも油脂の変質の過程において次第K増加して行く数値とされているo チオパルピツール酸価

はPH、加熱温度、時間、振重度の相違により著しく異なるとされている。

1表に示す数値を次のように分けてみた。

{数値範囲と検体数表)

カルボニル価値| 検 体 数

29.24 I 1検体(ぬ 1) ( 製 昭47.1.1 2 ) 

16.2 1 I 1検体(Nu 25) (製昭49.6.30) 

12.4 4 I 1検体(ぬ 15)(製昭48.訂正子〕
10.00"'5.00 123検体

(数値範囲 と検体数表)

チオノ勺ぽ十J峨倒直! 検 体 数

3.1 8 1検体(Nu1 ) (製昭47.11 2) 

2.00"'1.00 15検体

O. 9 9'" O. 0 4 120検体

この 2数値比は酸価、過酸化物価のように基準値と見倣すものはないようであるo

表 2 メ カ 別表

メーカー別 番号 製造月日 酸 価 過酸化物価 カルボJレニ価 チオノ勺レヒミ;ノール酸価

2 47.11.21 0.9 1 1 9.2 8 9.67 1.50 
A 8 47.12.22 0.7 5 1 5.4 4 8.9 2 0.9 2 

4 47.12.22 0.6 1 1 8.35 7.97 0.8 1 
6 48. 2.23 0.2 1 1 8.7 8 9.8 8 0.6 9 

1 1 48.1 O. 8 0.1 6 1 4.9 4 9.5 0 0.6 6 
B 1 5 48.11.17 0.3 8 1 6.4 8 1 2.4 4 0.4 6 

2 3 49. 5. 3 0.3 2 24.7 1 9.9 2 6.74 
2 6 49. 7.17 2.4 4 1 5.0 8 6.7 4 0.68 

C 
1 47. 1.12 8.8 7 1 4 4.4 2 2 0.24 

2 5 49. 6.30 2.7 5 1 9.6 6 1 6.2 1 1. 8 5 
D 1 6 48.12.11 0.8 5 9.9 9 6.5 2 

9 48. 8. 7 0.39 9.57 7.73 0.56 
E 1 0 48. 8.1 6 0.57 8.0 1 6.67 0.4 5 

1 9 49. 1.15 0.7 2 2.1 2 6.2 6 0.4 0 
5 48. 2. 2 0.2 6 1 1. 0 7 5.6 1 0.4 5 

7 48. 7. 6 0.37 9.0 5 8.0 8 0.6 5 I 

1 2 48.1 1. 1 0.2 5 6.8 7 6.72 0.4 3 I 

1 4 48.11.13 0.2 9 9.4 1 7.2 3 0.4 0 
F 1 7 48.12.18 0.2 7 1 1. 4 0 9.26 0.4 8 

2 1 49. 4.26 0.2 8 1 1. 5 0 6.1 3 0.6 0 
2 4 49. 5.15 O. 3 1 1 1. 0 0 6.8 0 0.54 

8 48. 8. 1 0.2 5 1 7.14 9.9 6 1.06 
G 1 8 48.12.22 0.27 6.5 8 7.4 7 2.5 8 

2 2 49. 4.3 0 0.3 1 1 4.4 4 6.6 6 0.7 6 

H 
1 8 48.11.13 0.4 8 1 0.8 3 8.6 2 0.73 

2 0 49. 4.17 0.4 7 1 6.07 6.1 9 0.60 

業

※ 

※

※

※

※

 

備 ※印は調味料がめんとー諸になっている製品
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2. メーカー別、表21乙示す数値より、 Eメーカーの 8検体、 Fメーカーの 7検体の酸価、過酸化物価、

カJレボニル価、パルピツール酸価の各数値を製造月日の経過日数を考慮しないでみた場合、他のメー

カーの製品より低値且つ平均的数値を示し、やや良好とみられるo 調味料がめんと一諸になっている

No.l、No.6..No.ll、No.16..No.25、No.2 6、6検体の酸価、過酸化物価値、カルボニル価値、パ

ルピツール酸価値(表 3)はすべて高値を示し、乙れは製品の処理過程に原因するのではないかと推

定される。なぜなら同一メーカーの製詰で、同一種類のものである。乙の 6検体の製品は(表 3).. B 

メーカー製品では同種類の 8検体、 Cメーカー製品の同種類の 2検体、 Dメーカー 1製品だけであるo

表 8 調味料がめんと一諸になっている製品

C

B

B

D

C

B

 

番 守Eコ 製造月日 酸 性 値 過酸化物価値 カルボニノレ価値 チオノ勺Lヒザ-)L轡価値

No. 1 昭47. 1. 12 8.87 1 4 4.4 2 2 0.24 3.1 8 

6 48. 2.23 0.2 1 1 3.7 8 9.8 8 0.6 9 

1 1 48.1 O. 8 O. 1 6 1 4.9 8 9.50 0.6 6 

16 48.12.11 0.8 5 9.9 9 6.5 2 1.67 

25 49. 6.30 2.7 5 1 9.6 6 1 6.2 1 1. 8 5 

26 49. 7.14 2.4 4 1 5.0 8 6.74 O. 6 8 

備 アルファベットはメーカー別を示す。

きて基準値の問題であるが、さきにのべたように食品衛生法規記載の酸価値5)10以下、過酸化物

価値 100以下5)壱比較基準値とした場合は今回の検査した 26製品中No.lをのぞいた 25検体全部

が基準範囲にはいる事になる。

乙の即席ラーメン中の油脂変質度測定については昭和45年に伊藤、磯部、岡田代d)等の報告があ

る。即席ラーメンより抽出した油脂の経過日数時の酸価、過酸化物価、カルポニル価、チオパルピ

ツール酸価の測定値、乙れらはー製品一種類の一定条件、つまり 50度のふらん器中に保存し、→昼

間隔で 14週間の測定値と経過日数における油脂の毒性度をあらわしたものである。

製品及び検査処理条件が異なるが測定項目は当所検査項目と同じである。しかしカルボニル価値、

チオパノレピツール酸価値は報告表示値のあらわし方で異なるので、酸価値、過酸化物価だけについて、

検査製品数値の比較を試みた。

比較基準値として一応マウス死亡率 0%の8週目の数値を目安とし比較してみた。この数値のみ下

記に示す。

経過日数|酸価値 l過酸化物価値

8週目 1.07 I 1 8.6 9 

その結果酸価値の1.0 7以上を示したものはNo.1の8.87、No.2 5の 2.75、No.2 6の2.44の8

検体計出D23検体では1.0以下であった。過酸化物価値の 18.6 9以上はNo.lの 144・96、ぬ 23 

の24.7 1で 19.28、 19.6 6の近似値の 2検体をのぞく 22検体は 18.0 0以下を示しているo

しかしNo.lの製品は別として、他の製品については先にのべたように検査時の条件が異なること、従

って製品の種類、即ち処理条件が異なる乙とを考慮するならば、やや高い酸価値のもの 2検体、過酸

化物価値のもの 1検体あるが、目安とした比較値範囲内の製品とみなして差支え居いものと、思われ

る。
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おわりに

即席ラーメン変質度検査では、その抽出油脂の酸価、過酸化物価、，カルボニル価、チオパルピツール

酸価の測定値か製造月日よりの経時日数には、ぬ 1をのぞいて、関連性を示めさなかった。

今回の収去製品に関しては、むしろ製品丹日の新しい製品、昭49.4.1 7以降の製品がやや高い値を

示しているょっに感じた。

乙の乙とから保存の仕万に関係づける事はできないように思われる。

製品はメーカー別であり、収去先は別々の販売屈であるo

即席ラーメンが市販され始めたのは昭和 88fB項とされているo 1 6年もすぎた現在ではその製造技

術の進歩を考えるとき、数値の多少の変動を保存の仕万に関係づけられない面もある。即席ラーメンに

ついては全国的に試験調査が行なわれたはずで、その結果はかなり違反品もみられたようである。

何れにしても県内に販売されている即席ラーメンが製造月日より 6ヶ月以上経過しでも過酸化物価

100以上(Na 1. 1 4 4. 9 4 )のもの l製品のみに終った乙とは幸と考えるのは早計と云うべきであ

ろう治、

最後にこの報告にあたり即席ラーメンの収去等については環境衛生課員の皆様並びに各保健所食品監

視員の万々の御尽力によるものと感謝します。
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Examination for七heDe七eriola七ionof Oils and Fa七S

ex七rac七edfrom工nstan七 ChineseNoodles 

\va七 anabe~Y. ， Tazawa，K.， Akiyama，Y.， Kudo，工.

Aomori Prefec七ural工ns七1七U七eof Public Heal七h

Wi七h 七heprogress of food fabrica七ionvarious kinds of foods ha-

ve appeared in七hemarke七， for example， ins七antchinese nood1es be-

lon巴七O 七hem. The cooking of ins七an七 chinesenood1es is indeed sim-

ple as七heirname shows bu七七heoils and fa七sused for七hefabrica-

七ionoxidize and de七erio1a七e， so 七ha七 much a七七en七ionhas been given 

七O 七hisma七七er. Through 七heexamina七ionof 七heau七hors七hefollowi-

ng resu1七 wusob七eined: according七o七heFood Sani七a七ionLaw， s七an-

dard value of oxide value is 10 and七ha七 ofperoxide is 100. Of 26 

sam~les examined only one showed peroxide va1ue 1斗斗.

Au七oabs七rac七
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青森県産魚介類の水銀含有量

子

雄

英

恵

睦

林

沢

沢

小

田

西

渡辺幸子

秋山由美子

橋本康孝

1.まえがき

1 9 5 3年から 19 6 0年にかけて熊本県水俣湾沿岸に、文 19 6 4年から翌年比亘り新潟県阿賀野

川流域において、それぞれメチル水銀による重篤な中枢神経障害を呈する中毒が発生した。更に昨年5

月、熊本大学医学部 r1 0年後の水俣病研究班」は有明地区で、定型的水俣病と全く区別出来ない患者を

発見したと報告している。これらの乙とから、魚介類の水銀汚染に対する国民の関心が急激にたかまり、

昭和48年7月 2g自には厚生省環境衛生局長通達で、魚介類の水銀暫定約規制値が紗k銀0.4p問、

メチル水銀 0.3pptn以下に定められた。特に青森県は三万海に囲まれ、漁業は県産業において主要な位

置を占め、県民の魚介類摂取量も多い乙とから、水銀汚染比対する関心は非常に高いものがあるo 従っ

て青森県衛生研究所は、 48年 7月より魚介類については水銀含有量の一斉調査をしたので、その結果

を報告する。

2.方 法

青森県は大平洋、日本海、むつ湾、津軽海峡に面しているので、その各海域Cとの主要魚介類を採取

し試料とした。サンプリング万法は一部をのぞき厚生省伊環乳第 99号(昭和 48年7月 23日)に

従った。総水銀については、試料 10 f}を硫硝酸還流出乙より分解後、コールマンMAS50を用い還

元気化法はり測定した。又‘メチJレ水銀については、試料 10 !lをパパイン分解dも分解抽出後、日

電バリアン 270 0を用いガスクロマトグラフィーにより測定した。

条件、カラム:g棚 x2mガラスカラム、充てん剤 :5%DEGSークロモソルブWAW、カラム温

度 15 O~ 注入口温度: 1 8 OQ~ デテクター温度 2 0 O~ デテクター: E CD  ( Ni 63)、

キャリヤーガス:N2 

試薬、硫酸、硝酸、塩酸は未町巴純薬、超特級、ベンゼン、未町巴純薬、残留農薬用、その他の試験は和

光純薬、特級を使用した。

3. 結果及び考察

総水銀については表 lK示す通りであるo 本県産魚介類は全般に総水銀含有量が少し特に貝類では

極めて少なかった。あいなめ、かつお、きめは多少高い数値を示したが、 0.4PJm以下であった。めぬ

け類では、乙うじんめぬけ、さんとめぬけが高く、特に乙うじんめぬけでは顕著で、 0.4pJ11t以上のも

のが多数あった。文、めぬけの体重が大きくほるほど水銀含有量が高くなる傾向をしめしているo 山中

ぬ乙つじんめぬけの体重と水銀含有量との聞には相関関係があると報告しているが、和泉ご}まばらめ

ぬけ、あらすかめぬけには相関関係を認めたが、乙うじんめぬけではこれを認めなかった。著者らは、

めぬけ類の体重と水銀含有量の聞にはHg{時間)= o. 1 6 XWeight (匂)!6~ の関係があり、 r=

-50-



0.738で相関関係のある乙とを認めた。

次に0.4p~規制l値以上の総水銀値を示しためぬけ類について、メチル水銀を測定したが、乙うじん

めぬけではo.2 2 --1. 0 0 p伊h 総水銀値に対する比は 44. 9 --9 5. 2 %であった。又さんとめぬけで

はo.1 5 --o. 3 1 p伊Zでその比は 35. 7 --6 4. 6 %であった。

熊本大学医学部水俣病研究班によれば、水銀汚染地区の魚介類は全般に水銀含有量が多く、乙のしろ

1.62p問、かたくちいわし 0.27p問、しばがれい最高 3.7p問、文固定生棲する員類は特に水銀汚

染の影響が著るししヒバリガイモドキ 2.4--3. 9 0 p問、あさり 20 p問、かき 5.61 ppm等であっ

た。乙れに対して、本県産魚介類の水銀含有量は非常に少なく、 O.1 ppm以下の魚が多く、具類では、

o. 0 0 --o. 0 3 ppmであれ表 8の東北・北海道その他の県外産魚介類の水銀含有量と比較しても差が

ない乙とから、本県産魚介類は水銀汚染が全くないものと言得る。しかし一部魚類で水銀値が高いのは、

主として食物連鎖文は海水の直接濃縮等によるものと考えられ、めぬけ類については、生息場所が遠洋

海域で、工場排水等の人為的汚染の影響が考え得られず、水産庁の判断.~t，こ如く天然起源の水銀によるも
のと思われる。

4. まとめ

青森県産魚介類の水銀含有量調査の結果は次の通りである o

(1) めぬけ類以外の魚介類では全般的に水銀含有量が少なく、 0.4PI17'-規制値以下であった。特に貝

類では少なかった。

(2) めぬけ類では、乙つじんめぬけの水銀含有量が多く、 0.4P伊E以上のものが多数あった。又、め

ぬけ類の体重と水銀含有量との聞に相関関係が認められた。

(3l 総水銀値 0.4Ppm以上のめぬけ類についてメチル水銀を測定した所、 O.1 5 --1. 0 0 Ppmで総水

銀値l乙対する比は 35.7--9 5.2 %であった。
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表 1 青森県産魚介類の水銀含有量

No. 

1 

2 

8 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1 0 

1 1 

1 2 

1 3 

1 4 

1 5 

1 6 

1 7 

1 8 

1 9 

2 0 

2 1 

2 2 

2 8 

24 

2 5 

2 6 

27 

28 

2 9 

3 0 

種 名 平均 体重 総水 銀 ppm 備 考
K9 mlID 角、~max

か オ1 ~" 0.1 0 --0.7 3 0.0 2 --0 1 6 1、2、8.、4、

ひ ら め 0.4 3 --0.9 8 0.0 4 --0.0 8 1、2、4

~" わ し 0.0 7 --0.0 8 0.0 1--0.0 4 1、2、8

一口いわし 一 0.0 2 8 

あ じ 0.0 2 --0.0 6 0.0 1--O. 0 3 2、8

さ 』ま 0.4 3 0.0 7 8 

し ま t: ~" 0.09 0.0 2 4 

Tこ ~" 0.4 6 --0.6 7 0.0 5 --0.1 3 2 

め Iま る 0.3 0 --O. 3 6 0.0 7 --0.1 3 2 

そ ~" 0.27 0.0 6 8 

あ し1 な め 0.50 0.8 4 1 

さ け 2.6 0 0.0 3 2 

さくらま す 0.8 9 --1. 2 8 0.0 4 --O. 0 6 1、2、4

ふ く ら
" 

0.8 6 0.0 3 8 

か ーコ お O. 6 5 0.2 5 8 

Tこ ら 1.02 0.0 5 1 

は た l土 Tこ 0.0 5 0.06 2 

かながしら O. 1 8 O. 1 9 2 

さ め 2.5 3 0.25 2 

し1 カ〉 0.1 8 --0.27 0.0 1--0.0 5 2、4

Tこ 乙 -4.00 0.0 9 4 

な ま 乙 0.2 4 0.0 0 8 

つ 』乙 一 0.0 1 4 

lま Tこ て 一 0.0 2--0.0 3 g 

あ わ ぴ 一 0.0 0 --0.0 1 4 

あ カ〉 b主 ~" -ー 0.0 2 8 

し じ み 一 0.0 0 十三湖

乙うじんめぬけ 0.9 7 --4.2 7 0.1 1--1. 2 6 1 

ばらめ ぬけ 0.3 1--1. 7 2 0.0 2 --0.2 8 1 

さん Cめぬけ 1.11--1.89 0.3 0--0.5 2 1 

備考中の数字 1 :太平洋 2 :日本海 3 :むつ湾 4 :津軽海峡

(一匹):一匹毎に測定
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表 2 めぬけの総水銀、メチル水銀含有量

体 重 総水銀 メチル水銀 メチル水銀
7重 名

k~ 総水銀
×10% 0 

pp1π pp1π 

1. 4 0 0.6 8 0.4 4 6 4.7 

2.3 3 0.5 2 0.4 8 9 2.3 

0.9 7 O. 1 1 

1.36 0.2 2 一 一
1.95 0.64 0.3 3 5 1. 6 

4. 1 9 0.3 9 0.29 7 6.3 

1.90 0.4 8 0.4 0 88.3 

3.7 3 0.8 3 0.79 9 5.2 

2.5 8 0.8 0 0.4 3 5 8.8 

こうじんめぬけ 2.5 0 0.49 0.2 2 4 4.9 

8.5 4 1. 1 0 .1.0 0 9 0.9 

2.7 5 0.7 0 0.57 8 1. 4 

2.8 3 0.51 一 一
2.4 6 0.8 0 0.6 4 8 0.0 

4.2 7 1.26 0.8 6 6 8.3 

1. 9 0 0.53 0.4 8 9 0.6 

2.0 0 O. 6 0 0.4 5 7 5.0 

2.5 0 0.4 4 0.3 4 77.3 

8. 1 0 0.7 2 0.6 1 8 4.7 

2.5 0 0.4 7 0.3 8 8 0.9 

1. 2 2 0.4 8 0.3 1 6 4.6 

1.89 0.3 1 一 一
さんとめぬけ 1.55 0.30 一 一

1.4 3 0.38 一 一
1.21 0.3 2 一 一
1.1 1 0.4 2 O. 1 5 35.7 

0.86 0.04 一 一
0.3 1 0.02 一 一
0.8 5 O. 0 8 一 一
1. 7 2 0.27 一 一

ばらめぬけ 1.4 5 0.22 一 一
1.18 0.1 0 一 一
1.53 0.2 0 一 一
1. 4 3 O. 1 1 一 一
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表 8 県外産魚介類の水銀含有量

種 名 漁獲地 総水 銀
pJO 

v， わ レ j七 海道 0.0 1 
11 千 葉 0.0 1--0.0 7 

~"'\ カ〉 北 海道 0.0 S 

11 岩 手 0.02 
11 山 形 0.0 S --0.0 5 
11 新 潟 0.0 2 

ほ -っ け ~t 海 道 0.0 2 --0.1 S 
カ〉 才1 ~"'\ グ 0.0 2 --o. 0 8 

は Tこ は Tこ 11 0.0 S 
11 秋 田 0.0 4 --0.0 8 
11 山 形 O. 0 9 
11 新 潟 0.0 5 --O. 0 9 

あ じ 山 形 0.0 2 

め 』ま る 一 陸 0.0 4 一
乙 の し ろ 石 111 0.0 2 --0.0 6 

11 新 潟 O. 1 2 

11 広 島 0.0 2 --0.0 S 

Tこ ら 北 海道 O. 1 5 

T，I. ま 乙 1/ 0.0 1 
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Mercury Concen七ra七ionin Fishes and Shel1fishes 

Caugh七 along七heCoas七 ofAomori Prefec七ure

Kobayashi，E.， Wa七anabe，U.， Tazawa，K. 
Akiyama，U.， Nishizawa，M.， Hashimo七o，Y.

Aomori Prefectura1 Ins七1七u七eof Public Heal七h

From Jiu1y 1973七oMarch工974an examina七ionwas made on 

mercury concen七ra七ionin fishes and she11fishes a10ng七he

coas七 ofAomori Prefec七ureand七hefo11owing resul七swere 

ob七ained.

(1) In fishes and shel1fishes excep七 Sebas七esfishes 

examined七0七a1mercury concen七ra七ionwas under 1imi七edva工ue

O.4ppm and sma1ler in she工1fishes.

(2) To七a1mercury concen方ra七土onwas high in Sebas七esira四

cundus and over O.4ppm in many cases. There was a1so a corr-

ela七ionbe七weenbody weigh七 and七o七a1mercury concen七ra七ion.

(3) 工h fishes wi七hhigher七o七a1mercury concen七ra七ion七han

0.4ppm， me七hylmercuryconcen七ra七ion¥tvas 0.1ラー1.OOppm.

Au七oabs七rac七
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